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広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属し、商品やサービス等について旭川市が推奨又は品質等の保証等をするものではありません。

市　では
事業者の取組みを
紹介しています

誰もが働きやすく活躍できる職場づくりに
積極的に取り組んでいる事業者を表彰しました
【詳細】女性活躍推進課　25・9785

令和５年度 多様な働き方
推進事業者表彰

多様な働き方の推進に積極的に取り組んでいる事業者を認定しました

●北海道通信特機
●旭川信用金庫

プラチナ認定 ゴールド認定 シルバー認定
●アウトバーン　●十商カムイ
●日本政策金融公庫旭川支店　●廣野組

●北海道ヒューマン・パワーズ
●旭川市立大学

人材育成・働きがい部門
旭川信用金庫

ワークライフバランス部門
日本政策金融公庫旭川支店

ワークライフバランス部門
北海道通信特機

資格試験や研修等を一覧にした能力開発ガイド
ブックを作り、職員の主体的な受験・受講を支
援。また、離職防止対策として新入職員フォロ
ーアップ研修やメンター制度を導入

全職員を対象に在宅勤務制度、育児等をする職
員を対象にフレックスタイム制などを導入。ダ
イバーシティ推進委員会の設置、健康相談会や
健康セミナーの開催に取り組む

成果の最大化と個人の能力開発を目的に、上司
と部下の１on１ミーティングを推進。人事考課
システムを運用し、社員のワークライフバラン
スへの意識啓発に取り組む

オン

じっしょう

ワン ワン

旭川市からのお知らせ
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フォトコンテスト結果発表
クローズアップ
子育て・教育情報
動物園からの手紙と催し
福祉・健康情報
学び・文化情報
お知らせ
市民の広場

目
　次

旭川市長 今津寛介の活動記録
ひ ろ す け

鈴木直道 北海道知事来庁

北海道と旭川の役割について意見交換。

1/18 旭川実業高校女子バレーボール部
春高バレー３位の快挙達成、おめでとうございます！

春高バレー2024において、同校として31年ぶりとなる全国大会３位入賞です。

1/24

世界的巨匠建築家
ミケーレ・デ・ルッキ氏来庁

デザインによるまちづくりについて情報交
換。旭川家具に、今、世界が注目しています。

1/18 神楽岡地区市民委員会
発足50周年記念式典

半世紀に及ぶ地域の皆様のご活動に心より
感謝申し上げます。

1/28 能登半島地震 被災地への
職員派遣 ○保健師等派遣

出発式（派遣先
：石川県金沢市）

○市立旭川病院
医療救護班派遣
出発式（派遣先
：石川県金沢市）

2/2
・11

令和６年度予算案記者発表

将来負担の軽減と必要な投資の両立を責任
を持って進めます。詳しい内容は広報誌４
月号以降でお知らせします。

2/5 スペシャルオリンピックス
日本冬季ナショナルゲーム
出発前挨拶

選手の皆様の意気込みを感じました。応援
しています！

2/7 第65回 旭川冬まつり

㈱スクウェア・エニックス様のご協力によ
り、今年は「ドラゴンクエスト」で冬まつ
りを彩りました。雪像制作にご尽力いただ
いた陸上自衛隊第２師団の皆様に心より感
謝申し上げます。

2/7
～12

総合庁舎１階エントランスホールにて

㈱カンディハウス 
染谷社長

㈱カンディハウス 
吉田取締役

㈱カンディハウス 
渡辺相談役

八光自動車工業㈱
池田社長

ミラノデザイン
ウィーク
コーディネーター 
山田美知世氏

ミケーレ事務所
マテオ･デ･
マルコ氏

ミケーレ･デ･
ルッキ氏

カメラマン
矢口信男氏

建築デザイナー
成ケ澤伸幸氏

←

←

旭川市出身。自然豊かな旭川の魅力を伝え
たいと公言し、俳優として様々な作品に出
演。日本テレビZ I P！「TOKYOキャラバ
ンそらMAP」でデビューし、昨年８月に
は初主演映画「30S」が公開

俳優 小野　匠さん
お 　 の 　 　 　しょう令

和
に
委
嘱
し
た
大
使
を
紹
介

ジップ

マ ッ プ

サーティーズ

と う き ょ う

今津市長がゆく！
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令
和
６
年
度 

市
政
方
針

2
月
26
日
に
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
行
っ
た
、

令
和
６
年
度
の
市
政
方
針
演
説
と
教
育
行
政
方
針
演
説
の

内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令和６年度予算案

市長、教育委員、教育委員会及びいじめ防止対策推進部の職員が
出席する総合教育会議

４地区の除雪センターを訪問し激励するとともに、除雪企業や地区
除雪連絡協議会の皆様と除排雪状況の確認や意見交換を行いました 

2／26 令和６年度市政方針演説

デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

を
一
層
進
め
る
た
め
、
新
た
に
デ
ザ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と

は
、
デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ

イ
ン
と
統
一
感
を
創
り
上
げ
、
市
民
に
対
し
デ

ザ
イ
ン
創
造
都
市
と
し
て
の
認
識
度
を
高
め
て

い
く
と
と
も
に
、
国
内
外
に
向
け
、
デ
ザ
イ
ン

創
造
都
市
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い

く
た
め
の
取
組
み
で
す
。

　
我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
下
、
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
し
、
段
階
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
市
役
所
の
取
組
み
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
様
々
な
広
報
媒

体
の
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
の
ル
ー
ル

の
下
、
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
広
報
物
な
ど

を
制
作
し
、
市
役
所
や
市
内
の
様
々
な
場
所
で

発
信
し
ま
す
。

柱
と
し
て
、
旭
川
新
時
代
・
創
造
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

　1
い
じ
め
防
止
・
教
育
・

　
　子
育
て
支
援

 

い
じ
め
防
止
対
策
の
推
進
等

　
令
和
３
年
４
月
に
認
定
さ
れ
た
い
じ
め
重
大

事
態
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員

会
に
対
し
て
真
相
解
明
と
再
発
防
止
の
提
言
を

求
め
、
諮
問
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
聴
取
・
検

討
・
提
言
に
つ
い
て
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き

て
お
り
、
引
き
続
き
進
捗
を
見
守
り
、
答
申
を

待
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
旭
川
モ
デ
ル
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
い

じ
め
防
止
と
と
も
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も

つ
な
が
る
「
い
じ
め
防
止
・
青
少
年
育
成
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
（
仮
称
）
」
を
創
設
し
、
地
域
や

団
体
の
皆
様
と
共
に
、
子
供
た
ち
を
見
守
る
取

組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
基
金
の
創
設
を
検
討
し
、
全
国

か
ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に
推

進
し
ま
す
。

　
い
じ
め
か
ら
児
童
生
徒
の
生
命
と
尊
厳
を
守

り
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
生
活
し
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

旭
川
モ
デ
ル
が
全
国
の
自
治
体
で
活
用
可
能
な

い
じ
め
防
止
の
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、
引
き
続

き
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対

 

　今
年
度
の
実
績
等

 

　
市
民
待
望
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
の

誘
致
実
現
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、

全
国
初
の
い
じ
め
防
止
対
策
組
織
構
築
、
除
排

雪
の
向
上
な
ど
、
様
々
な
公
約
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

旭
川
新
時
代
・
創
造
予
算

　
今
年
は
、
本
格
的
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
が
ス

タ
ー
ト
す
る
一
年
に
な
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
個
人
の
価
値
観
も

社
会
の
在
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
新
た

な
時
代
に
お
い
て
、
国
内
外
の
潮
流
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
な
が
ら
、
本
市
の
持
つ
課
題
を
真

正
面
か
ら
受
け
止
め
、
そ
の
上
で
旭
川
の
力
を

最
大
限
発
揮
し
、
世
界
に
輝
く
北
海
道
の
拠
点

都
市
と
し
て
、
新
時
代
旭
川
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
子
育
て
支
援
・
女
性
活
躍
・
人

材
確
保
な
ど
に
よ
る
「
人
口
減
少
対
策
」
、
中

小
企
業
支
援
・
１
次
産
業
振
興
・
企
業
誘
致
・

新
規
創
業
な
ど
の
「
地
域
経
済
対
策
」
、
観
光

振
興
・
中
心
市
街
地
活
性
化
・
公
共
交
通
対
策

な
ど
の
「
交
流
人
口
の
拡
大
」
、
働
き
方
改
革

・
新
庁
舎
の
利
便
性
向
上
・
歳
入
歳
出
の
見
直

し
な
ど
の
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
・
行
財
政
改
革
」
、
い
じ
め

防
止
・
除
排
雪
・
防
災
・
減
災
・
感
染
症
対
策

な
ど
の
「
市
民
生
活
の
安
全
安
心
」
を
５
つ
の

し
て
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ
く
ら
す
」

の
分
室
を
日
章
小
学
校
に
設
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
支
援
拠
点
と
す
る

た
め
、
専
任
指
導
員
を
増
員
し
、
児
童
生
徒
の

学
び
の
継
続
と
社
会
的
自
立
に
向
け
た
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　
小
・
中
学
校
に
看
護
師
２
人
を
含
む
補
助
指

導
員
14
人
を
増
員
し
、
１
０
０
人
体
制
と
し
ま

す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
保
育
実
施
施
設
を
増
や
す

た
め
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
医
療
的

ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
児
童
へ
対
応
す
る
た

め
、
市
立
神
楽
保
育
所
や
民
間
の
保
育
所
等
で

の
受
入
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
に
関
す
る
知

識
・
技
術
を
有
す
る
看
護
師
を
配
置
し
、
医
療

的
ケ
ア
児
等
の
相
談
に
対
応
す
る
総
合
窓
口
を

設
け
ま
す
。

学
校
な
ど
で
の
暑
さ
対
策
等

　
子
供
た
ち
の
教
育
や
生
活
の
場
の
環
境
改
善

も
重
要
な
課
題
で
す
。
今
年
の
夏
ま
で
に
、
冷

房
が
未
設
置
の
全
市
立
小
・
中
学
校
の
保
健
室

や
多
目
的
教
室
な
ど
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
、
全
74
校
の
普
通
教
室
に
簡
易
ク
ー
ラ
ー

と
遮
熱
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
先

行
し
て
22
校
の
普
通
教
室
や
職
員
室
に
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

残
り
52
校
へ
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
令
和
７
年

度
以
降
速
や
か
に
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　
加
え
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
児
童
セ
ン

タ
ー
、
市
立
保
育
所
の
事
務
室
を
含
め
、
令
和

６
年
度
に
冷
房
の
設
置
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

　
物
価
上
昇
に
よ
る
家
計
の
負
担
増
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
、

学
校
給
食
費
を
令
和
４
年
度
と
同
額
と
し
、
保

護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し
ま
す
。

市
立
大
学
・
短
期
大
学
部
に
お
け
る
取
組
み

　
昨
年
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
日
越

大
学
や
ハ
ロ
ン
大
学
と
の
間
で
、
学
生
や
職
員

交
流
な
ど
に
関
わ
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

米
国
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
と
は
、
学
長
に
交
換

留
学
に
つ
い
て
提
案
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
国
内
外
の
大
学
と
連
携
し
、

旭
川
市
立
大
学
の
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
学

生
の
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み
も
進

め
、
令
和
８
年
４
月
の
新
学
部
設
置
に
向
け
必

要
な
支
援
を
行
う
な
ど
、
公
立
大
学
法
人
と
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
2
デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市

  国
際
的
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
私
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
デ
ザ
イ
ン
創
造
都

市
と
の
連
携
を
深
め
、
あ
さ
ひ
か
わ
創
造
都
市

推
進
協
議
会
の
方
々
と
も
協
力
し
、
デ
ザ
イ
ン

創
造
都
市
旭
川
の
存
在
感
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

が
実
を
結
び
、
ド
バ
イ
や
ソ
ウ
ル
と
い
っ
た
名

だ
た
る
都
市
と
の
競
合
に
見
事
勝
ち
抜
き
、
今

年
10
月
に
、
全
世
界
か
ら
49
都
市
の
代
表
が
集

う
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け

る
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
サ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
、
自
然

そ
し
て
、
家
具
・
木
工
を
は
じ
め
と
す
る
も
の

づ
く
り
や
デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
て
い
た
だ
く
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
サ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

に
加
え
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
国
際
家
具
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
旭
川
や
旭
川
デ
ザ
イ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、
さ
ら
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
共

創
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
旭
川
開
催

と
い
っ
た
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市
旭
川
が
国
際
的
に
高
い
評

価
を
得
て
さ
ら
に
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
ま
す
。

　
3
除
排
雪
先
進
都
市

 　
令
和
６
年
度
の
除
排
雪
予
算
は
、
労
務
単
価

・
資
材
単
価
の
上
昇
、
働
き
方
改
革
に
対
応
す

る
た
め
、
前
年
度
を
上
回
る
約
36
億
２
千
万
円

を
確
保
し
ま
す
。
除
排
雪
作
業
の
安
全
確
保
や

人
材
不
足
の
対
策
と
し
て
、
映
像
鮮
明
化
装
置

の
増
設
、
積
雪
セ
ン
サ
ー
・
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の

本
格
導
入
な
ど
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
官
貸
除

雪
車
両
の
増
強
な
ど
に
加
え
、
除
雪
車
両
の
運

転
免
許
取
得
支
援
金
を
取
得
希
望
者
の
増
加
に

合
わ
せ
て
拡
充
し
ま
す
。

　
昨
年
雪
対
策
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
が
、

道
路
へ
の
雪
出
し
行
為
や
違
法
駐
車
へ
の
対
応

を
強
化
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

広
報
車
、
街
頭
放
送
な
ど
の
多
様
な
手
法
を
検

討
し
、
効
果
的
な
周
知
・
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　
加
え
て
、
持
続
可
能
な
除
排
雪
体
制
構
築
の

た
め
、
北
海
道
と
連
携
し
、
中
心
市
街
地
な
ど

で
、
道
道
・
市
道
の
管
理
区
分
を
交
換
し
て
効

率
的
に
除
雪
す
る
交
換
除
雪
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。

　
ま
た
、
例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
地
域
の
除
排
雪
状
況
の

写
真
デ
ー
タ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
位
置
や
状

況
を
作
業
中
の
除
雪
車
両
に
伝
達
し
、
対
応
す

る
取
組
み
等
も
検
討
し
ま
す
。

　
4
健
幸
福
祉
都
市

 

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
あ
さ
ひ
か
わ

　
高
齢
の
方
々
を
は
じ
め
全
て
の
市
民
の
皆
様

が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
ス
マ
ー

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
あ
さ
ひ
か
わ
プ
ラ
ン
を
着
実
に

実
行
し
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
様

々
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
４
月
に
リ
リ
ー
ス
す
る
「
あ
さ
ひ
か
わ
健
幸

ア
プ
リ
」
で
は
、
毎
日
の
歩
数
や
イ
ベ
ン
ト
参

加
等
で
健
幸
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
い
た
だ
き
、

抽
選
で
健
康
に
関
す
る
商
品
や
地
場
産
品
な
ど

が
提
供
さ
れ
る
取
組
み
を
実
施
す
る
な
ど
、
歩

く
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
気
軽
に
楽
し
み
な
が

ら
健
幸
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　
ま
た
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
向
上
の
た
め
、
市
有
施

設
に
設
置
す
る
体
組
成
計
を
２
台
増
設
し
、
総

合
体
育
館
に
は
、
体
水
分
量
や
筋
肉
量
等
を
測

定
で
き
る
高
精
度
の
体
成
分
分
析
装
置
を
設
置

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
旭
川
未
来
創
造
ポ
ス
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
反
映
し
、
が
ん
患
者
の

就
労
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
が
ん
治

療
に
関
わ
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用
品
の
購
入

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

け
ん
こ
う

し
ゃ
ね
つ

し
ん
ち
ょ
く

（要約）
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令
和
６
年
度 

市
政
方
針

2
月
26
日
に
市
議
会
第
１
回
定
例
会
で
行
っ
た
、

令
和
６
年
度
の
市
政
方
針
演
説
と
教
育
行
政
方
針
演
説
の

内
容
を
要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

令和６年度予算案

市長、教育委員、教育委員会及びいじめ防止対策推進部の職員が
出席する総合教育会議

４地区の除雪センターを訪問し激励するとともに、除雪企業や地区
除雪連絡協議会の皆様と除排雪状況の確認や意見交換を行いました 

2／26 令和６年度市政方針演説

デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市
と
し
て
の
ま
ち
づ
く
り

を
一
層
進
め
る
た
め
、
新
た
に
デ
ザ
イ
ン
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
と

は
、
デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
デ
ザ

イ
ン
と
統
一
感
を
創
り
上
げ
、
市
民
に
対
し
デ

ザ
イ
ン
創
造
都
市
と
し
て
の
認
識
度
を
高
め
て

い
く
と
と
も
に
、
国
内
外
に
向
け
、
デ
ザ
イ
ン

創
造
都
市
と
し
て
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
し
て
い

く
た
め
の
取
組
み
で
す
。

　
我
が
国
を
代
表
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
下
、
デ

ザ
イ
ン
を
作
成
し
、
段
階
的
に
進
め
て
い
き
ま

す
。
ま
ず
は
、
市
役
所
の
取
組
み
と
し
て
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど
の
様
々
な
広
報
媒

体
の
デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ル
を
定
め
、
こ
の
ル
ー
ル

の
下
、
統
一
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
の
広
報
物
な
ど

を
制
作
し
、
市
役
所
や
市
内
の
様
々
な
場
所
で

発
信
し
ま
す
。

柱
と
し
て
、
旭
川
新
時
代
・
創
造
予
算
を
編
成

し
ま
し
た
。

　1
い
じ
め
防
止
・
教
育
・

　
　子
育
て
支
援

 

い
じ
め
防
止
対
策
の
推
進
等

　
令
和
３
年
４
月
に
認
定
さ
れ
た
い
じ
め
重
大

事
態
に
つ
い
て
は
、
い
じ
め
問
題
再
調
査
委
員

会
に
対
し
て
真
相
解
明
と
再
発
防
止
の
提
言
を

求
め
、
諮
問
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
聴
取
・
検

討
・
提
言
に
つ
い
て
、
着
実
に
進
め
ら
れ
て
き

て
お
り
、
引
き
続
き
進
捗
を
見
守
り
、
答
申
を

待
ち
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
旭
川
モ
デ
ル
を
さ
ら
に
推
進
す
る
た
め
、
い

じ
め
防
止
と
と
も
に
青
少
年
の
健
全
育
成
に
も

つ
な
が
る
「
い
じ
め
防
止
・
青
少
年
育
成
サ
ポ

ー
タ
ー
制
度
（
仮
称
）
」
を
創
設
し
、
地
域
や

団
体
の
皆
様
と
共
に
、
子
供
た
ち
を
見
守
る
取

組
み
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
取
組
み

に
つ
い
て
は
、
基
金
の
創
設
を
検
討
し
、
全
国

か
ら
も
ご
支
援
を
い
た
だ
き
な
が
ら
着
実
に
推

進
し
ま
す
。

　
い
じ
め
か
ら
児
童
生
徒
の
生
命
と
尊
厳
を
守

り
、
全
て
の
児
童
生
徒
が
安
心
し
て
生
活
し
、

学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、

旭
川
モ
デ
ル
が
全
国
の
自
治
体
で
活
用
可
能
な

い
じ
め
防
止
の
仕
組
み
と
な
る
よ
う
、
引
き
続

き
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
の
児
童
生
徒
に
対

 

　今
年
度
の
実
績
等

 

　
市
民
待
望
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
（
格
安
航
空
会
社
）
の

誘
致
実
現
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、

全
国
初
の
い
じ
め
防
止
対
策
組
織
構
築
、
除
排

雪
の
向
上
な
ど
、
様
々
な
公
約
を
実
現
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

旭
川
新
時
代
・
創
造
予
算

　
今
年
は
、
本
格
的
に
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
が
ス

タ
ー
ト
す
る
一
年
に
な
り
ま
す
。
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
、
個
人
の
価
値
観
も

社
会
の
在
り
方
も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く
新
た

な
時
代
に
お
い
て
、
国
内
外
の
潮
流
を
し
っ
か

り
と
見
極
め
な
が
ら
、
本
市
の
持
つ
課
題
を
真

正
面
か
ら
受
け
止
め
、
そ
の
上
で
旭
川
の
力
を

最
大
限
発
揮
し
、
世
界
に
輝
く
北
海
道
の
拠
点

都
市
と
し
て
、
新
時
代
旭
川
を
創
造
し
て
い
き

ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
子
育
て
支
援
・
女
性
活
躍
・
人

材
確
保
な
ど
に
よ
る
「
人
口
減
少
対
策
」
、
中

小
企
業
支
援
・
１
次
産
業
振
興
・
企
業
誘
致
・

新
規
創
業
な
ど
の
「
地
域
経
済
対
策
」
、
観
光

振
興
・
中
心
市
街
地
活
性
化
・
公
共
交
通
対
策

な
ど
の
「
交
流
人
口
の
拡
大
」
、
働
き
方
改
革

・
新
庁
舎
の
利
便
性
向
上
・
歳
入
歳
出
の
見
直

し
な
ど
の
「
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ

ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
・
行
財
政
改
革
」
、
い
じ
め

防
止
・
除
排
雪
・
防
災
・
減
災
・
感
染
症
対
策

な
ど
の
「
市
民
生
活
の
安
全
安
心
」
を
５
つ
の

し
て
は
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
っ
く
ら
す
」

の
分
室
を
日
章
小
学
校
に
設
置
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情

報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
た
支
援
拠
点
と
す
る

た
め
、
専
任
指
導
員
を
増
員
し
、
児
童
生
徒
の

学
び
の
継
続
と
社
会
的
自
立
に
向
け
た
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育

　
小
・
中
学
校
に
看
護
師
２
人
を
含
む
補
助
指

導
員
14
人
を
増
員
し
、
１
０
０
人
体
制
と
し
ま

す
。

　
ま
た
、
特
別
支
援
保
育
実
施
施
設
を
増
や
す

た
め
の
支
援
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
医
療
的

ケ
ア
が
日
常
的
に
必
要
な
児
童
へ
対
応
す
る
た

め
、
市
立
神
楽
保
育
所
や
民
間
の
保
育
所
等
で

の
受
入
体
制
を
整
え
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
医
療
的
ケ
ア
児
等
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
や
医
療
的
ケ
ア
児
へ
の
支
援
に
関
す
る
知

識
・
技
術
を
有
す
る
看
護
師
を
配
置
し
、
医
療

的
ケ
ア
児
等
の
相
談
に
対
応
す
る
総
合
窓
口
を

設
け
ま
す
。

学
校
な
ど
で
の
暑
さ
対
策
等

　
子
供
た
ち
の
教
育
や
生
活
の
場
の
環
境
改
善

も
重
要
な
課
題
で
す
。
今
年
の
夏
ま
で
に
、
冷

房
が
未
設
置
の
全
市
立
小
・
中
学
校
の
保
健
室

や
多
目
的
教
室
な
ど
に
ル
ー
ム
エ
ア
コ
ン
を
設

置
し
、
全
74
校
の
普
通
教
室
に
簡
易
ク
ー
ラ
ー

と
遮
熱
カ
ー
テ
ン
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
先

行
し
て
22
校
の
普
通
教
室
や
職
員
室
に
ル
ー
ム

エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

残
り
52
校
へ
の
設
置
に
つ
い
て
も
、
令
和
７
年

度
以
降
速
や
か
に
進
め
て
い
く
計
画
で
す
。

　
加
え
て
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
児
童
セ
ン

タ
ー
、
市
立
保
育
所
の
事
務
室
を
含
め
、
令
和

６
年
度
に
冷
房
の
設
置
を
完
了
さ
せ
ま
す
。

　
物
価
上
昇
に
よ
る
家
計
の
負
担
増
が
続
い
て

い
る
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
、

学
校
給
食
費
を
令
和
４
年
度
と
同
額
と
し
、
保

護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し
ま
す
。

市
立
大
学
・
短
期
大
学
部
に
お
け
る
取
組
み

　
昨
年
、
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ハ
ノ
イ
校
日
越

大
学
や
ハ
ロ
ン
大
学
と
の
間
で
、
学
生
や
職
員

交
流
な
ど
に
関
わ
る
覚
書
を
締
結
し
ま
し
た
。

米
国
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
学
と
は
、
学
長
に
交
換

留
学
に
つ
い
て
提
案
し
、
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
国
内
外
の
大
学
と
連
携
し
、

旭
川
市
立
大
学
の
価
値
を
高
め
る
と
と
も
に
学

生
の
教
育
環
境
の
充
実
に
向
け
た
取
組
み
も
進

め
、
令
和
８
年
４
月
の
新
学
部
設
置
に
向
け
必

要
な
支
援
を
行
う
な
ど
、
公
立
大
学
法
人
と
連

携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

　
2
デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市

  国
際
的
会
議
・
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　
私
は
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
デ
ザ
イ
ン
創
造
都

市
と
の
連
携
を
深
め
、
あ
さ
ひ
か
わ
創
造
都
市

推
進
協
議
会
の
方
々
と
も
協
力
し
、
デ
ザ
イ
ン

創
造
都
市
旭
川
の
存
在
感
を
高
め
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
関
係
者
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み

が
実
を
結
び
、
ド
バ
イ
や
ソ
ウ
ル
と
い
っ
た
名

だ
た
る
都
市
と
の
競
合
に
見
事
勝
ち
抜
き
、
今

年
10
月
に
、
全
世
界
か
ら
49
都
市
の
代
表
が
集

う
ユ
ネ
ス
コ
創
造
都
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
け

る
デ
ザ
イ
ン
分
野
の
サ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

が
本
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
会
議
は
、
本
市
の
歴
史
や
文
化
、
自
然

そ
し
て
、
家
具
・
木
工
を
は
じ
め
と
す
る
も
の

づ
く
り
や
デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
て
い
た
だ
く
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
サ
ブ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

に
加
え
、
６
月
に
開
催
さ
れ
る
国
際
家
具
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
旭
川
や
旭
川
デ
ザ
イ

ン
ウ
ィ
ー
ク
、
さ
ら
に
は
大
阪
・
関
西
万
博
共

創
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
の
旭
川
開
催

と
い
っ
た
国
際
的
イ
ベ
ン
ト
を
契
機
と
し
て
、

デ
ザ
イ
ン
創
造
都
市
旭
川
が
国
際
的
に
高
い
評

価
を
得
て
さ
ら
に
魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
官
民
が
一
体
と
な
っ
て
し
っ
か
り

と
取
り
組
み
ま
す
。

　
3
除
排
雪
先
進
都
市

 　
令
和
６
年
度
の
除
排
雪
予
算
は
、
労
務
単
価

・
資
材
単
価
の
上
昇
、
働
き
方
改
革
に
対
応
す

る
た
め
、
前
年
度
を
上
回
る
約
36
億
２
千
万
円

を
確
保
し
ま
す
。
除
排
雪
作
業
の
安
全
確
保
や

人
材
不
足
の
対
策
と
し
て
、
映
像
鮮
明
化
装
置

の
増
設
、
積
雪
セ
ン
サ
ー
・
ラ
イ
ブ
カ
メ
ラ
の

本
格
導
入
な
ど
に
よ
る
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、
官
貸
除

雪
車
両
の
増
強
な
ど
に
加
え
、
除
雪
車
両
の
運

転
免
許
取
得
支
援
金
を
取
得
希
望
者
の
増
加
に

合
わ
せ
て
拡
充
し
ま
す
。

　
昨
年
雪
対
策
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
が
、

道
路
へ
の
雪
出
し
行
為
や
違
法
駐
車
へ
の
対
応

を
強
化
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、

広
報
車
、
街
頭
放
送
な
ど
の
多
様
な
手
法
を
検

討
し
、
効
果
的
な
周
知
・
啓
発
を
進
め
ま
す
。

　
加
え
て
、
持
続
可
能
な
除
排
雪
体
制
構
築
の

た
め
、
北
海
道
と
連
携
し
、
中
心
市
街
地
な
ど

で
、
道
道
・
市
道
の
管
理
区
分
を
交
換
し
て
効

率
的
に
除
雪
す
る
交
換
除
雪
の
導
入
を
検
討
し

ま
す
。

　
ま
た
、
例
え
ば
、
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
活
用

し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
地
域
の
除
排
雪
状
況
の

写
真
デ
ー
タ
を
送
っ
て
い
た
だ
き
、
位
置
や
状

況
を
作
業
中
の
除
雪
車
両
に
伝
達
し
、
対
応
す

る
取
組
み
等
も
検
討
し
ま
す
。

　
4
健
幸
福
祉
都
市

 

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
あ
さ
ひ
か
わ

　
高
齢
の
方
々
を
は
じ
め
全
て
の
市
民
の
皆
様

が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
ス
マ
ー

ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
あ
さ
ひ
か
わ
プ
ラ
ン
を
着
実
に

実
行
し
て
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
様

々
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

　
４
月
に
リ
リ
ー
ス
す
る
「
あ
さ
ひ
か
わ
健
幸

ア
プ
リ
」
で
は
、
毎
日
の
歩
数
や
イ
ベ
ン
ト
参

加
等
で
健
幸
ポ
イ
ン
ト
を
た
め
て
い
た
だ
き
、

抽
選
で
健
康
に
関
す
る
商
品
や
地
場
産
品
な
ど

が
提
供
さ
れ
る
取
組
み
を
実
施
す
る
な
ど
、
歩

く
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
気
軽
に
楽
し
み
な
が

ら
健
幸
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
支
援
し
ま

す
。

　
ま
た
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
向
上
の
た
め
、
市
有
施

設
に
設
置
す
る
体
組
成
計
を
２
台
増
設
し
、
総

合
体
育
館
に
は
、
体
水
分
量
や
筋
肉
量
等
を
測

定
で
き
る
高
精
度
の
体
成
分
分
析
装
置
を
設
置

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
旭
川
未
来
創
造
ポ
ス
ト
に

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
反
映
し
、
が
ん
患
者
の

就
労
や
社
会
参
加
を
支
援
す
る
た
め
、
が
ん
治

療
に
関
わ
る
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
用
品
の
購
入

費
用
を
助
成
し
ま
す
。

け
ん
こ
う

し
ゃ
ね
つ

し
ん
ち
ょ
く

（要約）

5 こうほう旭川市民　2024（令和６）年◦３月



65歳以上の方が対象の「介護予防教室」
に参加し、運動プログラムを体験

星野リゾート代表取締役社長・星野佳路さんに、
市政アドバイザーを委嘱

旭川スポーツみらいアンバサダーの北
口榛花さんから世界選手権で使用した
「やり」をお借りしました。こちらの
「やり」は総合庁舎１階に展示してい
ます。ぜひご覧ください！

ゼロカーボンZOOの取組みの一環として、
地域エネルギーの循環となるペレットストー
ブを増設

若手農業者の皆様と意見交換。「強い旭川農
業」の実現に向けて取組みを進めます

女子やり投
金メダリスト
北口榛花選手

園内のせん定枝を燃
料としたペレット

育
館
の
再
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
全

体
に
つ
い
て
も
、
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て

庁
内
で
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
東
光
ス
ポ

ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
は
、
令
和
12
年
度
ま
で
の

事
業
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
開
催
さ
れ
る
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

旭
川
ス
ポ
ー
ツ
み
ら
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
北
口

榛
花
選
手
が
、
陸
上
女
子
や
り
投
日
本
代
表
に

内
定
し
て
い
ま
す
。
北
口
選
手
を
は
じ
め
旭
川

ゆ
か
り
の
選
手
が
出
場
す
る
際
に
は
、
市
民
一

丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
に
開
催
予
定
の
旭
川
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
は
、
将
来
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
化
も
視
野

に
、
旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
地
点
と
し
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
並
木
や
北
彩
都
を

巡
る
新
コ
ー
ス
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

文
化
の
振
興
・
姉
妹
都
市
と
の
交
流

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
旭
川
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
４
の
開
催
に
加
え
、
市

民
文
化
会
館
が
開
館
50
周
年
、
中
央
図
書
館
と

彫
刻
美
術
館
が
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
周
年
事
業
を
開
催
し
、
文
化
芸
術
の

　
全
国
手
話
言
語
市
区
長
会
手
話
劇
祭
を
９
月

下
旬
に
本
市
で
開
催
し
、
手
話
文
化
や
魅
力
を

広
め
ま
す
。
ま
た
、
開
催
に
向
け
て
、
宿
泊
施

設
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
筆
談
対
応
な
ど
参

加
者
の
受
入
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
5
食
・
１
次
産
業

   持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

　
担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不

足
の
解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
向
け
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
・
省
力
化
技
術
の

導
入
支
援
に
よ
る
効
率
化
の
促
進
や
販
路
拡
大

に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
新
た
に
慣
行
栽
培
よ

り
高
付
加
価
値
と
な
る
有
機
農
業
へ
の
転
換
に

対
し
て
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
可
能
性

を
秘
め
た
農
作
物
の
導
入
支
援
や
６
次
産
業
化

等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
有
機
農
業
の
取
組
み
と
し
て
、
大
阪
府
泉
大

津
市
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
い

ま
す
。
生
産
地
で
あ
る
本
市
と
消
費
地
と
の
共

同
宣
言
は
全
国
初
と
な
る
試
み
で
す
。
こ
の
宣

言
の
下
、
泉
大
津
市
の
学
校
給
食
へ
の
有
機
米

地
域
共
生
社
会
の
実
現
等

　
地
域
ま
る
ご
と
支
援
員
を
２
人
増
員
し
、
引

き
こ
も
り
や
、
ご
み
の
処
分
な
ど
の
複
合
的
課

題
を
抱
え
る
方
へ
の
個
別
支
援
に
加
え
、
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
な
ど
地
域
づ
く
り
支
援

を
充
実
し
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
軽
減

と
人
材
確
保
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配

布
台
数
の
増
加
に
加
え
、
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
Ａ
Ｉ
機
能
を
付
加
し
、
活
動
の
効
率
化
を

支
援
し
ま
す
。

　
新
た
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
市
の
主
催

に
よ
り
開
催
し
、
さ
ら
に
、
研
修
受
講
料
へ
の

補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
介
護
人
材
の

確
保
と
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
介
護

予
防
活
動
の
支
援
の
充
実
に
当
た
っ
て
は
、
高

齢
者
の
補
聴
器
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
と
と

も
に
、
介
護
予
防
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣

回
数
を
拡
充
し
、
高
齢
者
に
お
け
る
要
介
護
状

態
の
発
生
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
ま
す
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
等
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
か
ら

総
合
等
級
に
見
直
し
、
精
神
障
害
２
級
の
方
を

対
象
に
加
え
る
な
ど
、
対
象
者
を
拡
充
し
た
新

た
な
制
度
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

提
供
、
米
だ
け
で
な
く
旭
川
産
食
材
も
取
り
入

れ
た
給
食
の
日
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受

入
れ
と
い
っ
た
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

フ
ー
ド
フ
ォ
レ
ス
ト
旭
川
構
想

　
フ
ー
ド
フ
ォ
レ
ス
ト
旭
川
構
想
は
、
地
域
に

集
積
す
る
素
材
の
付
加
価
値
向
上
や
新
た
な
食

の
体
験
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
料
理
人
や
料
理

研
究
家
、
食
に
ま
つ
わ
る
事
業
者
、
家
具
や
ク

ラ
フ
ト
職
人
な
ど
を
呼
び
込
み
、
地
場
の
農
産

物
は
も
と
よ
り
、
旭
川
で
加
工
さ
れ
る
食
品
や

食
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
向
上
に
取
り
組

む
も
の
で
、
生
産
か
ら
流
通
、
食
の
提
供
に
至

る
ま
で
の
過
程
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
取
組

み
で
す
。

　
こ
の
具
体
化
に
向
け
て
は
、
石
川
俊
祐
Ｃ
Ｄ

Ｐ
（
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が

市
内
の
食
産
業
な
ど
を
探
求
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
朝
ご
は
ん

を
中
心
と
し
た
「
朝
の
あ
さ
ひ
か
わ
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
す
。
ま
ず
、
朝
の
あ
さ
ひ

か
わ
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
で
、

最
終
的
な
目
標
と
し
て
、
新
た
に
「
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
ｅ
ｄ
　
ｉ
ｎ
　
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
国

内
外
に
発
信
し
て
域
外
か
ら
資
金
を
得
る
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
6
経
済
・
ま
ち
づ
く
り 

   国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
推
進

　
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
も
進
め
ま
す
。

　
昨
年
12
月
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

の
就
航
に
続
く
新
規
就
航
路
線
の
獲
得
に
向
け

て
、
さ
ら
に
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

等
を
展
開
し
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社

長
の
星
野
佳
路
さ
ん
に
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

就
任
い
た
だ
い
て
お
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
大
雪
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
連
携
し
、
欧
米
豪
か
ら
の
ス
キ
ー
客
誘
致
に

向
け
た
取
組
み
や
、
日
本
航
空
や
全
日
本
空
輸
、

エ
ア
・
ド
ゥ
と
も
連
携
し
た
情
報
発
信
な
ど
を

通
じ
て
、
交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
る
に
は
、
旭
川
空

港
の
人
材
確
保
も
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保

安
検
査
業
務
や
地
上
支
援
業
務
に
従
事
す
る
新

規
採
用
者
を
対
象
に
し
た
奨
励
金
制
度
を
、
空

港
が
所
在
し
て
い
る
道
内
の
自
治
体
で
初
め
て

創
設
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
今
後
国
か
ら
示

さ
れ
る
予
定
の
支
援
の
方
向
性
等
を
踏
ま
え
、

国
や
北
海
道
、
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
て
路
線

の
維
持
に
向
け
た
取
組
み
を
引
き
続
き
し
っ
か

り
と
進
め
ま
す
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

　
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向
け
、
今
年
度
設
置

さ
れ
た
買
物
公
園
の
あ
り
方
検
討
会
議
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
買
物
公
園
エ
リ
ア
の
将
来
像
を

描
い
た
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
今
年
３
月
に
策
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
、
買
物
公
園
内
に
滞
在
で
き
る
空

間
の
設
置
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
運
行
な
ど
の
社
会
実

験
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
検
証
や
本
格
実
装
に

向
け
た
検
討
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
文
化
会
館
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
基
本
構
想
の
下
、

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
検
討
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
新
・
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
庁
内
関
係
部
局
に
よ
る
協
議
を
行
う
と
と

も
に
他
都
市
の
事
例
を
調
査
し
、
課
題
の
整
理

や
設
置
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
7
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化 

  イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で
い
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
２
月

に
開
催
さ
れ
た
旭
川
冬
ま
つ
り
も
多
く
の
外
国

人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
や
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
な
ど
を
は
じ
め
、
四
季
折
々
の
観
光
資

源
を
生
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の
満
足
度
や

リ
ピ
ー
タ
ー
率
向
上
の
た
め
、
観
光
施
設
等
で

の
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
設
置
状
況
の
調
査
や
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
案
内
表
示
、
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
、

さ
ら
に
は
医
療
提
供
時
等
の
多
言
語
対
応
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

　
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
再
整
備
基
本
構
想
の
下
、
総
合
体

発
信
と
市
民
が
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し

ま
す
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
大
韓
民
国
水
原
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
を
記
念
し
、
水
原

市
で
の
記
念
行
事
に
、
代
表
団
や
文
化
芸
術
団
、

市
民
訪
問
団
等
と
共
に
訪
問
し
、
交
流
を
深
め

ま
す
。 

　
8
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

 　
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
気
候
変
動
を
誰

も
が
自
分
ご
と
と
捉
え
、
多
く
の
方
が
日
々
の

生
活
の
中
で
脱
炭
素
に
向
け
た
行
動
に
結
び
付

け
る
、
ま
さ
に
「
１
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１

０
０
人
の
１
歩
」
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

　
市
民
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

「
世
界
に
貢
献
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン

都
市
旭
川
」
を
目
指
す
た
め
の
象
徴
的
な
取
組

み
と
し
て
、
旭
山
動
物
園
に
お
い
て
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
の
実
現
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
現

在
は
、
園
内
の
せ
ん
定
枝
等
を
燃
料
と
し
た
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
等
を
行
っ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
は
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
み
内

容
を
整
理
し
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
電
力
の
自

給
自
足
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸

収
量
の
均
衡
が
図
ら
れ
た
施
設
と
し
て
、
世
界

へ
の
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
と
し
て
も
率
先
し
て
対
策
を
進
め

る
た
め
、
総
合
庁
舎
の
室
温
を
19
℃
に
設
定
す

る
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
．
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｍ
　
Ｂ
Ｉ
Ｚ
」

の
取
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
加
え
、
全
市
立

小
・
中
学
校
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
し
ま

す
。

　
市
内
中
小
企
業
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
量

の
見
え
る
化
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
新
設
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
に
向

け
、
産
学
官
金
が
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
木
材
を
活
用
し
た
高
性
能
住
宅
の
新
築
工

事
に
対
す
る
補
助
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
、
旭

川
産
材
を
一
定
以
上
活
用
し
た
場
合
に
は
使
用

量
に
応
じ
て
補
助
額
を
加
算
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
帯
ま
た
は
二
世
帯
住
宅
に
は
さ
ら
に

加
算
す
る
こ
と
で
１
戸
当
た
り
最
大
５
０
０
万

円
の
支
援
を
実
施
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
、

子
育
て
支
援
、
経
済
活
性
化
な
ど
に
も
つ
な
げ

ま
す
。

　
9
女
性
活
躍
・
若
者
・

　
　市
民
参
加

   女
性
相
談
窓
口
の
開
設

　
女
性
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の

抱
え
る
様
々
な
悩
み
や
課
題
に
、
よ
り
積
極
的

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
特
に
、
本
市
の
女
性
相
談
窓
口
へ
の

相
談
実
績
が
全
体
の
１
％
未
満
と
少
な
い
20
歳

未
満
の
女
性
な
ど
に
も
支
援
を
届
け
る
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
旭
川
未
来
会
議
２
０
３
０
の
提
言
を

踏
ま
え
、
働
く
女
性
が
抱
え
る
多
様
な
悩
み
や

い
し
か
わ
し
ゅ
ん
す
け

ン

ド

　

イ

ン

　

　

あ

さ

ひ

か

わ デ

ザ

イ

き
た
ぐ
ち
　

き
た
さ
い
と
　

　は
る
か

ズ

ー

ス
ウ
ォ
ン

ア

サ

ヒ

カ

ウ

ォ

ー

ム

　

ビ

ズ

ほ
し
の
　よ
し
は
る

ワ

イ
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65歳以上の方が対象の「介護予防教室」
に参加し、運動プログラムを体験

星野リゾート代表取締役社長・星野佳路さんに、
市政アドバイザーを委嘱

旭川スポーツみらいアンバサダーの北
口榛花さんから世界選手権で使用した
「やり」をお借りしました。こちらの
「やり」は総合庁舎１階に展示してい
ます。ぜひご覧ください！

ゼロカーボンZOOの取組みの一環として、
地域エネルギーの循環となるペレットストー
ブを増設

若手農業者の皆様と意見交換。「強い旭川農
業」の実現に向けて取組みを進めます

女子やり投
金メダリスト
北口榛花選手

園内のせん定枝を燃
料としたペレット

育
館
の
再
整
備
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
に

着
手
す
る
と
と
も
に
、
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
全

体
に
つ
い
て
も
、
基
本
計
画
の
策
定
に
向
け
て

庁
内
で
検
討
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
東
光
ス
ポ

ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
は
、
令
和
12
年
度
ま
で
の

事
業
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
開
催
さ
れ
る
パ
リ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
は
、

旭
川
ス
ポ
ー
ツ
み
ら
い
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
の
北
口

榛
花
選
手
が
、
陸
上
女
子
や
り
投
日
本
代
表
に

内
定
し
て
い
ま
す
。
北
口
選
手
を
は
じ
め
旭
川

ゆ
か
り
の
選
手
が
出
場
す
る
際
に
は
、
市
民
一

丸
と
な
っ
て
応
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
９
月
に
開
催
予
定
の
旭
川
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
は
、
将
来
の
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
化
も
視
野

に
、
旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー

ル
地
点
と
し
、
プ
ラ
タ
ナ
ス
並
木
や
北
彩
都
を

巡
る
新
コ
ー
ス
で
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。

文
化
の
振
興
・
姉
妹
都
市
と
の
交
流

　
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
旭
川
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
４
の
開
催
に
加
え
、
市

民
文
化
会
館
が
開
館
50
周
年
、
中
央
図
書
館
と

彫
刻
美
術
館
が
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
た
め
、

そ
れ
ぞ
れ
周
年
事
業
を
開
催
し
、
文
化
芸
術
の

　
全
国
手
話
言
語
市
区
長
会
手
話
劇
祭
を
９
月

下
旬
に
本
市
で
開
催
し
、
手
話
文
化
や
魅
力
を

広
め
ま
す
。
ま
た
、
開
催
に
向
け
て
、
宿
泊
施

設
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
筆
談
対
応
な
ど
参

加
者
の
受
入
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
5
食
・
１
次
産
業

   持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

　
担
い
手
の
減
少
・
高
齢
化
に
よ
る
労
働
力
不

足
の
解
決
を
図
り
、
持
続
可
能
な
農
業
の
実
現

に
向
け
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業
・
省
力
化
技
術
の

導
入
支
援
に
よ
る
効
率
化
の
促
進
や
販
路
拡
大

に
対
す
る
支
援
に
加
え
、
新
た
に
慣
行
栽
培
よ

り
高
付
加
価
値
と
な
る
有
機
農
業
へ
の
転
換
に

対
し
て
支
援
し
ま
す
。
ま
た
、
サ
ツ
マ
イ
モ
や

シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
の
新
た
な
可
能
性

を
秘
め
た
農
作
物
の
導
入
支
援
や
６
次
産
業
化

等
に
も
取
り
組
み
ま
す
。

　
有
機
農
業
の
取
組
み
と
し
て
、
大
阪
府
泉
大

津
市
と
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
い

ま
す
。
生
産
地
で
あ
る
本
市
と
消
費
地
と
の
共

同
宣
言
は
全
国
初
と
な
る
試
み
で
す
。
こ
の
宣

言
の
下
、
泉
大
津
市
の
学
校
給
食
へ
の
有
機
米

地
域
共
生
社
会
の
実
現
等

　
地
域
ま
る
ご
と
支
援
員
を
２
人
増
員
し
、
引

き
こ
も
り
や
、
ご
み
の
処
分
な
ど
の
複
合
的
課

題
を
抱
え
る
方
へ
の
個
別
支
援
に
加
え
、
除
雪

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
調
整
な
ど
地
域
づ
く
り
支
援

を
充
実
し
ま
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
負
担
軽
減

と
人
材
確
保
の
た
め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
配

布
台
数
の
増
加
に
加
え
、
専
用
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
Ａ
Ｉ
機
能
を
付
加
し
、
活
動
の
効
率
化
を

支
援
し
ま
す
。

　
新
た
に
介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
市
の
主
催

に
よ
り
開
催
し
、
さ
ら
に
、
研
修
受
講
料
へ
の

補
助
制
度
を
創
設
す
る
こ
と
で
、
介
護
人
材
の

確
保
と
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
介
護

予
防
活
動
の
支
援
の
充
実
に
当
た
っ
て
は
、
高

齢
者
の
補
聴
器
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
と
と

も
に
、
介
護
予
防
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
派
遣

回
数
を
拡
充
し
、
高
齢
者
に
お
け
る
要
介
護
状

態
の
発
生
を
で
き
る
限
り
抑
制
し
ま
す
。

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
利
用
料
金
等
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
身
体
障
害
者
手
帳
の
個
別
等
級
か
ら

総
合
等
級
に
見
直
し
、
精
神
障
害
２
級
の
方
を

対
象
に
加
え
る
な
ど
、
対
象
者
を
拡
充
し
た
新

た
な
制
度
の
運
用
を
開
始
し
ま
す
。

提
供
、
米
だ
け
で
な
く
旭
川
産
食
材
も
取
り
入

れ
た
給
食
の
日
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受

入
れ
と
い
っ
た
取
組
み
を
実
施
し
ま
す
。

フ
ー
ド
フ
ォ
レ
ス
ト
旭
川
構
想

　
フ
ー
ド
フ
ォ
レ
ス
ト
旭
川
構
想
は
、
地
域
に

集
積
す
る
素
材
の
付
加
価
値
向
上
や
新
た
な
食

の
体
験
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
料
理
人
や
料
理

研
究
家
、
食
に
ま
つ
わ
る
事
業
者
、
家
具
や
ク

ラ
フ
ト
職
人
な
ど
を
呼
び
込
み
、
地
場
の
農
産

物
は
も
と
よ
り
、
旭
川
で
加
工
さ
れ
る
食
品
や

食
に
関
わ
る
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
向
上
に
取
り
組

む
も
の
で
、
生
産
か
ら
流
通
、
食
の
提
供
に
至

る
ま
で
の
過
程
を
有
機
的
に
連
携
さ
せ
る
取
組

み
で
す
。

　
こ
の
具
体
化
に
向
け
て
は
、
石
川
俊
祐
Ｃ
Ｄ

Ｐ
（
チ
ー
フ
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が

市
内
の
食
産
業
な
ど
を
探
求
し
た
結
果
を
踏
ま

え
、
フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
朝
ご
は
ん

を
中
心
と
し
た
「
朝
の
あ
さ
ひ
か
わ
」
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
開
始
し
ま
す
。
ま
ず
、
朝
の
あ
さ
ひ

か
わ
を
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
こ
と
で
、

最
終
的
な
目
標
と
し
て
、
新
た
に
「
Ｄ
ｅ
ｓ
ｉ

ｇ
ｎ
ｅ
ｄ
　
ｉ
ｎ
　
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
」

と
し
て
生
み
出
さ
れ
る
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
国

内
外
に
発
信
し
て
域
外
か
ら
資
金
を
得
る
こ
と

で
、
地
域
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

　
6
経
済
・
ま
ち
づ
く
り 

   国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
推
進

　
交
流
人
口
や
関
係
人
口
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

に
よ
る
地
域
経
済
の
活
性
化
も
進
め
ま
す
。

　
昨
年
12
月
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン

の
就
航
に
続
く
新
規
就
航
路
線
の
獲
得
に
向
け

て
、
さ
ら
に
積
極
的
に
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

等
を
展
開
し
ま
す
。

　
今
年
１
月
に
星
野
リ
ゾ
ー
ト
代
表
取
締
役
社

長
の
星
野
佳
路
さ
ん
に
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に

就
任
い
た
だ
い
て
お
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
大
雪
カ
ム
イ
ミ
ン
タ
ラ
Ｄ
Ｍ
Ｏ

と
連
携
し
、
欧
米
豪
か
ら
の
ス
キ
ー
客
誘
致
に

向
け
た
取
組
み
や
、
日
本
航
空
や
全
日
本
空
輸
、

エ
ア
・
ド
ゥ
と
も
連
携
し
た
情
報
発
信
な
ど
を

通
じ
て
、
交
流
人
口
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
図
り

ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
み
を
進
め
る
に
は
、
旭
川
空

港
の
人
材
確
保
も
急
務
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保

安
検
査
業
務
や
地
上
支
援
業
務
に
従
事
す
る
新

規
採
用
者
を
対
象
に
し
た
奨
励
金
制
度
を
、
空

港
が
所
在
し
て
い
る
道
内
の
自
治
体
で
初
め
て

創
設
し
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
つ
い
て
は
、
今
後
国
か
ら
示

さ
れ
る
予
定
の
支
援
の
方
向
性
等
を
踏
ま
え
、

国
や
北
海
道
、
沿
線
自
治
体
と
連
携
し
て
路
線

の
維
持
に
向
け
た
取
組
み
を
引
き
続
き
し
っ
か

り
と
進
め
ま
す
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出

　
中
心
市
街
地
の
再
生
に
向
け
、
今
年
度
設
置

さ
れ
た
買
物
公
園
の
あ
り
方
検
討
会
議
で
の
議

論
を
踏
ま
え
、
買
物
公
園
エ
リ
ア
の
将
来
像
を

描
い
た
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
が
今
年
３
月
に
策
定
さ

れ
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た
め
の
第

一
歩
と
し
て
、
買
物
公
園
内
に
滞
在
で
き
る
空

間
の
設
置
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
運
行
な
ど
の
社
会
実

験
を
実
施
し
、
そ
の
効
果
検
証
や
本
格
実
装
に

向
け
た
検
討
な
ど
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
市
民
文
化
会
館
の
建
替
え
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
中
に
策
定
す
る
基
本
構
想
の
下
、

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
検
討
を
進
め
ま

す
。
さ
ら
に
新
・
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
今
年

度
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
踏
ま

え
、
庁
内
関
係
部
局
に
よ
る
協
議
を
行
う
と
と

も
に
他
都
市
の
事
例
を
調
査
し
、
課
題
の
整
理

や
設
置
の
可
能
性
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

　
7
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化 

  イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

　
コ
ロ
ナ
禍
で
は
大
幅
に
落
ち
込
ん
で
い
た
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
が
回
復
し
つ
つ
あ
り
、
２
月

に
開
催
さ
れ
た
旭
川
冬
ま
つ
り
も
多
く
の
外
国

人
観
光
客
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
ト
ラ
ベ
ル
や
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
な
ど
を
は
じ
め
、
四
季
折
々
の
観
光
資

源
を
生
か
し
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
の
増
大
が

見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
外
国
人
の
満
足
度
や

リ
ピ
ー
タ
ー
率
向
上
の
た
め
、
観
光
施
設
等
で

の
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
設
置
状
況
の
調
査
や
、
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
、
案
内
表
示
、
飲
食
店
の
メ
ニ
ュ
ー
、

さ
ら
に
は
医
療
提
供
時
等
の
多
言
語
対
応
の
検

討
を
進
め
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実

　
花
咲
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
、
今
年
度
中

に
策
定
す
る
再
整
備
基
本
構
想
の
下
、
総
合
体

発
信
と
市
民
が
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
出
し

ま
す
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
大
韓
民
国
水
原
市

と
の
姉
妹
都
市
提
携
35
周
年
を
記
念
し
、
水
原

市
で
の
記
念
行
事
に
、
代
表
団
や
文
化
芸
術
団
、

市
民
訪
問
団
等
と
共
に
訪
問
し
、
交
流
を
深
め

ま
す
。 

　
8
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

 　
地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
気
候
変
動
を
誰

も
が
自
分
ご
と
と
捉
え
、
多
く
の
方
が
日
々
の

生
活
の
中
で
脱
炭
素
に
向
け
た
行
動
に
結
び
付

け
る
、
ま
さ
に
「
１
人
の
１
０
０
歩
よ
り
、
１

０
０
人
の
１
歩
」
の
取
組
み
が
必
要
で
す
。

　
市
民
の
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

「
世
界
に
貢
献
す
る
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
デ
ザ
イ
ン

都
市
旭
川
」
を
目
指
す
た
め
の
象
徴
的
な
取
組

み
と
し
て
、
旭
山
動
物
園
に
お
い
て
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ
の
実
現
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
現

在
は
、
園
内
の
せ
ん
定
枝
等
を
燃
料
と
し
た
ペ

レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
の
導
入
等
を
行
っ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
は
、
脱
炭
素
に
向
け
た
取
組
み
内

容
を
整
理
し
ま
す
。
将
来
的
に
は
、
電
力
の
自

給
自
足
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
と
吸

収
量
の
均
衡
が
図
ら
れ
た
施
設
と
し
て
、
世
界

へ
の
発
信
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
と
し
て
も
率
先
し
て
対
策
を
進
め

る
た
め
、
総
合
庁
舎
の
室
温
を
19
℃
に
設
定
す

る
「
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ａ
．
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｍ
　
Ｂ
Ｉ
Ｚ
」

の
取
組
み
を
継
続
す
る
こ
と
に
加
え
、
全
市
立

小
・
中
学
校
の
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進
め
る
と

と
も
に
、
公
用
車
に
電
気
自
動
車
を
導
入
し
ま

す
。

　
市
内
中
小
企
業
が
排
出
す
る
二
酸
化
炭
素
量

の
見
え
る
化
を
支
援
す
る
補
助
制
度
を
新
設
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
と
コ
ス
ト
の
削
減
な
ど
に
向

け
、
産
学
官
金
が
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
木
材
を
活
用
し
た
高
性
能
住
宅
の
新
築
工

事
に
対
す
る
補
助
制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
、
旭

川
産
材
を
一
定
以
上
活
用
し
た
場
合
に
は
使
用

量
に
応
じ
て
補
助
額
を
加
算
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
世
帯
ま
た
は
二
世
帯
住
宅
に
は
さ
ら
に

加
算
す
る
こ
と
で
１
戸
当
た
り
最
大
５
０
０
万

円
の
支
援
を
実
施
し
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進
、

子
育
て
支
援
、
経
済
活
性
化
な
ど
に
も
つ
な
げ

ま
す
。

　
9
女
性
活
躍
・
若
者
・

　
　市
民
参
加

   女
性
相
談
窓
口
の
開
設

　
女
性
活
躍
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
女
性
の

抱
え
る
様
々
な
悩
み
や
課
題
に
、
よ
り
積
極
的

に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
た
め
、
特
に
、
本
市
の
女
性
相
談
窓
口
へ
の

相
談
実
績
が
全
体
の
１
％
未
満
と
少
な
い
20
歳

未
満
の
女
性
な
ど
に
も
支
援
を
届
け
る
た
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
相
談
窓
口
を
開
設
す
る
と

と
も
に
、
旭
川
未
来
会
議
２
０
３
０
の
提
言
を

踏
ま
え
、
働
く
女
性
が
抱
え
る
多
様
な
悩
み
や

い
し
か
わ
し
ゅ
ん
す
け

ン

ド

　

イ

ン

　

　

あ

さ

ひ

か

わ デ

ザ

イ

き
た
ぐ
ち
　

き
た
さ
い
と
　

　は
る
か

ズ

ー

ス
ウ
ォ
ン

ア

サ

ヒ

カ

ウ

ォ

ー

ム

　

ビ

ズ

ほ
し
の
　よ
し
は
る

ワ

イ
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未来会議2030女性活躍分野の参加者の皆様と。女性のキャリ
アの保健室等のご提言をいただき、次年度予算に反映する予定
です

日本一の窓口、デジタル行政日本一を目指す旭川市（左は
令和５年11月に開庁した新庁舎、右は65年の役目を終え
た旧庁舎）

Photo by Kotaro Imada

④
市
民
の
心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
活
動

　の
充
実

　
旭
川
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
大

阪
府
豊
中
市
と
の
文
化
交
流
に
よ
り
、
演
奏

者
を
招
へ
い
し
ま
す
。

　
開
館
50
周
年
を
迎
え
る
市
民
文
化
会
館
で

は
、
記
念
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

⑤
郷
土
文
化
の
保
存
・
活
用
と
郷
土
愛
の
育   

　成
　
博
物
館
で
は
、
ヒ
グ
マ
と
人
、
上
川
盆
地

の
自
然
と
人
々
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
民
間
ア
イ
ヌ
文
化
施
設
を
周
知
す
る
取
組

み
を
行
う
他
、
知
里
幸
恵
さ
ん
を
紹
介
し
、

ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
広
げ
ま
す
。

　
優
佳
良
織
の
技
術
の
伝
承
と
普
及
促
進
に

向
け
、
認
知
度
向
上
や
織
子
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
市
民
や
観
光
客
向
け
の
織

体
験
の
実
施
を
支
援
し
ま
す
。

　む
す
び

　
市
長
部
局
や
地
域
社
会
と
の
連
携
の
下
、

学
校
教
育
部
と
社
会
教
育
部
が
両
輪
と
な
り
、

教
育
行
政
を
全
力
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

◎

　
全
文
は
市
　
「
教
育
行
政
方
針
」
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　は
じ
め
に

　
「
主
体
的
に
学
び
力
強
く
未
来
を
拓
く
人

づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
教
育
行
政
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　基
本
的
な
考
え
方

●
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
第
２
期
旭
川
市
学
校
教
育
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
３
つ
の
重
点
的
な
取
組
み
を
進
め
ま

す
。

①
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育

　む
　
教
職
員
研
修
会
や
学
校
訪
問
等
に
よ
り
、

本
市
の
先
進
校
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

実
践
事
例
を
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
に
基
づ

き
、
授
業
改
善
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り
を
、

全
て
の
小
・
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
や
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
、
市

長
部
局
と
一
体
と
な
っ
た
い
じ
め
防
止
対
策

「
旭
川
モ
デ
ル
」
の
一
層
の
充
実
を
図
る
他
、

人
権
教
育
の
実
施
等
に
努
め
ま
す
。

　
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
登
校
再
開
や
社
会

的
自
立
に
向
け
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

っ
く
ら
す
」
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
支
援
に
新
た
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は
、
教
員
の
専
門
性
の
さ
ら

な
る
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
補
助
指
導

員
を
増
員
し
、
医
療
的
ケ
ア
を
含
め
た
児
童

生
徒
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
物
価
上
昇
に
よ
る
家
計
の
負
担
増
が
続
い

て
い
る
た
め
、
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
、

学
校
給
食
費
を
令
和
４
年
度
と
同
額
と
し
て

保
護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し

ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環
境
を
整
え
る

　
猛
暑
対
策
と
し
て
、
令
和
６
年
夏
ま
で
に

保
健
室
・
多
目
的
室
等
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

し
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
、
小
・
中
学
校
全

て
の
普
通
教
室
や
職
員
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整

備
を
目
指
し
ま
す
。
校
舎
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
の
全
小
・
中
学
校
へ
の
整
備
完
了

を
目
指
し
、
順
次
工
事
を
進
め
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
を
と
も
に
育
て
豊
か
な
学
び

　を
つ
く
る

　
休
日
の
中
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に
向
け
、
部
活
動

指
導
員
の
配
置
拡
充
を
図
り
、
市
長
部
局
や

各
競
技
団
体
等
と
連
携
し
た
取
組
み
を
進
め

ま
す
。

　
教
職
員
一
人
一
人
が
自
ら
の
責
任
の
重
さ

を
再
確
認
し
、
不
祥
事
根
絶
に
向
け
強
い
危

機
意
識
を
持
っ
て
職
務
の
遂
行
に
当
た
る
よ

う
、
服
務
規
律
の
遵
守
を
徹
底
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
に
つ
い
て

　
旭
川
市
社
会
教
育
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

５
つ
の
重
点
的
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
市
民
一
人
一
人
の
主
体
的
な
学
び
の
機
会

　の
充
実

　
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

体
制
強
化
の
他
、
地
域
資
源
を
題
材
と
し
た

学
校
向
け
の
講
座
や
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
教

育
や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
彫
刻
美
術
館
で
は
、

彫
刻
教
室
の
開
催
や
無
料
開
館
日
に
よ
り
、

彫
刻
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

②
市
民
の
学
び
を
支
え
る
環
境
の
整
備

　
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
に
策
定
す
る
整
備
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、

建
替
え
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
科
学
館
で
は
、
新
し
い
技
術
を
体
験
で
き

る
展
示
「
１
０
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
（
イ
チ
マ
ル
タ
ウ

ン
）
」
を
新
た
に
公
開
す
る
な
ど
、
常
設
展

示
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
業

を
実
施
す
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
中
央
図
書
館
で
は
、

講
演
会
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

③
地
域
に
お
け
る
学
び
の
循
環

　
地
域
学
校
協
働
活
動
で
は
、
新
た
に
モ
デ

ル
地
域
を
設
定
す
る
他
、
地
域
と
学
校
を
つ

な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
発
掘
、
養
成
し

ま
す
。

　
令
和
６
年
度

「
教
育
行
政
方
針
」

　
10
Ｄ
Ｘ
・
市
役
所
改
革

   日
本
一
の
窓
口
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
日
本
一

　
４
年
後
に
「
行
か
な
く
て
も
い
い
」
「
行
っ

て
も
簡
単
」
の
日
本
一
の
窓
口
を
目
指
す
と
と

も
に
、
職
員
の
働
き
方
改
革
を
セ
ッ
ト
に
し
た

庁
内
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
９
年
後
に
デ

ジ
タ
ル
行
政
日
本
一
を
目
指
し
、
市
民
の
利
便

性
向
上
と
業
務
効
率
化
の
両
面
か
ら
取
り
組
み

ま
す
。

　
特
に
、
職
員
の
残
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
Ｄ

Ｘ
の
推
進
な
ど
も
あ
り
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

12
月
ま
で
の
累
計
で
、
前
年
比
約
１
万
４
千
時

間
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

は
さ
ら
に
時
間
外
勤
務
の
削
減
を
図
り
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
職
員
が
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
業
務
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
同
時
に

時
間
外
勤
務
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
よ
う
業
務

効
率
化
を
図
る
た
め
、
専
門
性
が
不
要
で
、
定

型
的
な
作
業
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
コ
ア
業
務
の
外

部
委
託
の
導
入
可
能
性
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
先
日
、
若
手
職
員
に
よ
る
働
き
が
い
改
革
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
会
に
出
席
し
、

提
言
を
受
け
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
全
て
の
職

員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
休
止
と
な
っ
て
い
た
旭
川
市
史
に

つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
手
法
に

よ
り
再
開
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
が
可
能
な
市
有

施
設
の
増
加
や
電
子
決
済
の
導
入
に
よ
り
、
市

民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
地
域
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
は
、
地
域
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
あ
さ
ひ
か
わ
　
く

ら
し
の
ア
プ
リ
」
を
、
４
月
か
ら
運
用
が
開
始

課
題
に
対
応
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
対
面
式
で
の
相
談
窓
口
や
、
退

勤
後
に
も
相
談
で
き
る
よ
う
夜
間
に
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
窓
口
を
試
行
で
設
置
す
る
な
ど
、
若
年

層
や
働
く
女
性
が
よ
り
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
若
者
が
と
ど
ま
る
ま
ち
、
一
度
市
外
に
出
て

経
験
を
積
ん
だ
若
者
が
戻
っ
て
来
ら
れ
る
ま
ち

の
一
助
と
し
て
、
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
岸
　

博
幸
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
地
元
の
企
業
、
あ
る
い
は
旭
川
市
立

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
や
産
業
支
援
機
関

と
も
連
携
し
た
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
学

生
等
に
提
供
す
る
な
ど
、
若
者
た
ち
に
地
域
産

業
の
魅
力
を
伝
え
、
起
業
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の

意
識
を
醸
成
し
、
将
来
的
に
は
旭
川
か
ら
第
２

の
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
な
ど
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の

よ
う
な
企
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

さ
れ
る
「
あ
さ
ひ
か
わ
健
幸
ア
プ
リ
」
と
連
携

さ
せ
、
地
域
で
の
健
幸
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
の
増
加
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
町
内
会
等
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
見

守
り
機
能
や
小
・
中
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
ア
プ

リ
に
実
装
す
る
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
地

域
活
動
の
活
性
化
や
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
ま

す
。

財
源
の
確
保

　
財
政
状
況
の
改
善
に
向
け
て
は
、
Ｄ
Ｘ
や
外

部
委
託
の
推
進
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
や
職
員

の
時
間
外
勤
務
の
削
減
に
加
え
、
公
共
施
設
保

有
量
の
最
適
化
や
施
設
の
管
理
運
営
手
法
の
見

直
し
な
ど
、
歳
出
削
減
の
取
組
み
と
と
も
に
、

財
源
確
保
が
必
要
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
基
準
が
厳
格

化
さ
れ
た
制
度
改
正
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら

も
、
よ
り
旭
川
の
魅
力
を
生
か
し
た
商
品
の
発

掘
や
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ

と
で
令
和
６
年
度
に
は
寄
附
額
35
億
円
を
、
令

和
８
年
度
に
は
寄
附
額
50
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

今
年
１
月
か
ら
旭
川
信
用
金
庫
や
旭
川
青
年
会

議
所
と
連
携
す
る
な
ど
、
寄
附
見
込
企
業
を
開

拓
し
て
い
く
と
と
も
に
、
企
業
の
皆
様
と
事
業

構
築
を
進
め
、
よ
り
多
く
の
寄
附
を
募
り
、
旭

川
活
性
化
の
財
源
と
し
ま
す
。

　
責
任
と
挑
戦

　１
０
０
年
使
え
る
庁
舎
に
続
く
、
大
規
模
事

業
や
買
物
公
園
の
在
り
方
等
に
関
す
る
計
画
は
、

ま
さ
に
「
新
時
代
旭
川
」
の
象
徴
と
な
る
施
策

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
や
議
員

各
位
、
さ
ら
に
は
、
専
門
家
の
声
を
聞
き
、
優

先
順
位
を
考
慮
し
な
が
ら
、
民
間
活
力
の
導
入

や
公
共
事
業
の
平
準
化
を
図
る
な
ど
、
公
共
施

設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み

ま
す
。
併
せ
て
、
市
税
等
の
自
主
財
源
を
確
保

し
、
財
政
規
律
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
や
道
の
補
助
金
の
積
極

的
な
活
用
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、
受
益

者
負
担
適
正
化
の
取
組
み
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
を
実
行
し
、
将
来
負
担
の
軽
減
と
必

要
な
投
資
の
両
立
を
責
任
を
持
っ
て
進
め
ま
す
。

同
時
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
と
大
き
く
時
代

が
変
わ
っ
て
い
く
転
換
点
に
お
い
て
は
、
前
例

に
と
ら
わ
れ
ず
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ま
ち
の
力

を
信
じ
て
挑
戦
し
て
い
く
気
概
こ
そ
が
、
未
来

を
切
り
拓
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
世
界
に
輝

く
北
海
道
の
拠
点
都
市
旭
川
の
未
来
を
想
像
し
、

真
に
持
続
可
能
な
旭
川
の
礎
を
創
造
す
る
た
め
、

「
旭
川
新
時
代
・
創
造
予
算
」
を
力
強
く
進
め

て
い
く
決
意
で
す
。

ひ
ろ
ゆ
き

ガ

ー

フ

ァ

教育行政方針

市政方針

ゆ
う
か
ら
お
り

き
し

ひ
ら
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未来会議2030女性活躍分野の参加者の皆様と。女性のキャリ
アの保健室等のご提言をいただき、次年度予算に反映する予定
です

日本一の窓口、デジタル行政日本一を目指す旭川市（左は
令和５年11月に開庁した新庁舎、右は65年の役目を終え
た旧庁舎）
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④
市
民
の
心
を
豊
か
に
す
る
文
化
芸
術
活
動

　の
充
実

　
旭
川
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
大

阪
府
豊
中
市
と
の
文
化
交
流
に
よ
り
、
演
奏

者
を
招
へ
い
し
ま
す
。

　
開
館
50
周
年
を
迎
え
る
市
民
文
化
会
館
で

は
、
記
念
公
演
を
開
催
し
ま
す
。

⑤
郷
土
文
化
の
保
存
・
活
用
と
郷
土
愛
の
育   

　成
　
博
物
館
で
は
、
ヒ
グ
マ
と
人
、
上
川
盆
地

の
自
然
と
人
々
の
関
わ
り
を
テ
ー
マ
に
し
た

企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
民
間
ア
イ
ヌ
文
化
施
設
を
周
知
す
る
取
組

み
を
行
う
他
、
知
里
幸
恵
さ
ん
を
紹
介
し
、

ア
イ
ヌ
文
化
へ
の
理
解
を
広
げ
ま
す
。

　
優
佳
良
織
の
技
術
の
伝
承
と
普
及
促
進
に

向
け
、
認
知
度
向
上
や
織
子
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
を
図
る
た
め
、
市
民
や
観
光
客
向
け
の
織

体
験
の
実
施
を
支
援
し
ま
す
。

　む
す
び

　
市
長
部
局
や
地
域
社
会
と
の
連
携
の
下
、

学
校
教
育
部
と
社
会
教
育
部
が
両
輪
と
な
り
、

教
育
行
政
を
全
力
で
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　 

◎

　
全
文
は
市
　
「
教
育
行
政
方
針
」
の
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　は
じ
め
に

　
「
主
体
的
に
学
び
力
強
く
未
来
を
拓
く
人

づ
く
り
」
を
基
本
方
針
と
し
、
教
育
行
政
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　基
本
的
な
考
え
方

●
学
校
教
育
に
つ
い
て

　
第
２
期
旭
川
市
学
校
教
育
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
３
つ
の
重
点
的
な
取
組
み
を
進
め
ま

す
。

①
子
ど
も
た
ち
に
未
来
を
生
き
抜
く
力
を
育

　む
　
教
職
員
研
修
会
や
学
校
訪
問
等
に
よ
り
、

本
市
の
先
進
校
に
よ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

実
践
事
例
を
普
及
さ
せ
る
と
と
も
に
、
全
国

学
力
・
学
習
状
況
調
査
の
結
果
分
析
に
基
づ

き
、
授
業
改
善
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り
を
、

全
て
の
小
・
中
学
校
で
実
施
し
ま
す
。

　
い
じ
め
防
止
対
策
推
進
条
例
や
い
じ
め
防

止
基
本
方
針
に
基
づ
く
施
策
を
推
進
し
、
市

長
部
局
と
一
体
と
な
っ
た
い
じ
め
防
止
対
策

「
旭
川
モ
デ
ル
」
の
一
層
の
充
実
を
図
る
他
、

人
権
教
育
の
実
施
等
に
努
め
ま
す
。

　
不
登
校
に
つ
い
て
は
、
登
校
再
開
や
社
会

的
自
立
に
向
け
、
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

っ
く
ら
す
」
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
し
た
支
援
に
新
た
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て

は
、
教
員
の
専
門
性
の
さ
ら

な
る
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
補
助
指
導

員
を
増
員
し
、
医
療
的
ケ
ア
を
含
め
た
児
童

生
徒
の
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
物
価
上
昇
に
よ
る
家
計
の
負
担
増
が
続
い

て
い
る
た
め
、
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
、

学
校
給
食
費
を
令
和
４
年
度
と
同
額
と
し
て

保
護
者
の
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ
う
支
援
し

ま
す
。

②
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環
境
を
整
え
る

　
猛
暑
対
策
と
し
て
、
令
和
６
年
夏
ま
で
に

保
健
室
・
多
目
的
室
等
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

し
、
令
和
９
年
度
ま
で
に
、
小
・
中
学
校
全

て
の
普
通
教
室
や
職
員
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
整

備
を
目
指
し
ま
す
。
校
舎
内
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
と
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
の
全
小
・
中
学
校
へ
の
整
備
完
了

を
目
指
し
、
順
次
工
事
を
進
め
ま
す
。

③
子
ど
も
た
ち
を
と
も
に
育
て
豊
か
な
学
び

　を
つ
く
る

　
休
日
の
中
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
や
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
移
行
に
向
け
、
部
活
動

指
導
員
の
配
置
拡
充
を
図
り
、
市
長
部
局
や

各
競
技
団
体
等
と
連
携
し
た
取
組
み
を
進
め

ま
す
。

　
教
職
員
一
人
一
人
が
自
ら
の
責
任
の
重
さ

を
再
確
認
し
、
不
祥
事
根
絶
に
向
け
強
い
危

機
意
識
を
持
っ
て
職
務
の
遂
行
に
当
た
る
よ

う
、
服
務
規
律
の
遵
守
を
徹
底
し
ま
す
。

●
社
会
教
育
に
つ
い
て

　
旭
川
市
社
会
教
育
基
本
計
画
に
基
づ
き
、

５
つ
の
重
点
的
な
取
組
み
を
進
め
ま
す
。

①
市
民
一
人
一
人
の
主
体
的
な
学
び
の
機
会

　の
充
実

　
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

体
制
強
化
の
他
、
地
域
資
源
を
題
材
と
し
た

学
校
向
け
の
講
座
や
ツ
ア
ー
を
開
催
し
、
教

育
や
観
光
振
興
に
つ
な
が
る
事
業
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
彫
刻
美
術
館
で
は
、

彫
刻
教
室
の
開
催
や
無
料
開
館
日
に
よ
り
、

彫
刻
に
親
し
む
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

②
市
民
の
学
び
を
支
え
る
環
境
の
整
備

　
市
民
文
化
会
館
に
つ
い
て
は
、
令
和
５
年

度
に
策
定
す
る
整
備
基
本
構
想
を
踏
ま
え
、

建
替
え
に
向
け
た
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
科
学
館
で
は
、
新
し
い
技
術
を
体
験
で
き

る
展
示
「
１
０
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
（
イ
チ
マ
ル
タ
ウ

ン
）
」
を
新
た
に
公
開
す
る
な
ど
、
常
設
展

示
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
公
民
館
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
事
業

を
実
施
す
る
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を

整
備
し
ま
す
。

　
開
館
30
周
年
を
迎
え
る
中
央
図
書
館
で
は
、

講
演
会
や
パ
ネ
ル
展
示
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

③
地
域
に
お
け
る
学
び
の
循
環

　
地
域
学
校
協
働
活
動
で
は
、
新
た
に
モ
デ

ル
地
域
を
設
定
す
る
他
、
地
域
と
学
校
を
つ

な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
発
掘
、
養
成
し

ま
す
。

　
令
和
６
年
度

「
教
育
行
政
方
針
」

　
10
Ｄ
Ｘ
・
市
役
所
改
革

   日
本
一
の
窓
口
、
デ
ジ
タ
ル
行
政
日
本
一

　
４
年
後
に
「
行
か
な
く
て
も
い
い
」
「
行
っ

て
も
簡
単
」
の
日
本
一
の
窓
口
を
目
指
す
と
と

も
に
、
職
員
の
働
き
方
改
革
を
セ
ッ
ト
に
し
た

庁
内
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
９
年
後
に
デ

ジ
タ
ル
行
政
日
本
一
を
目
指
し
、
市
民
の
利
便

性
向
上
と
業
務
効
率
化
の
両
面
か
ら
取
り
組
み

ま
す
。

　
特
に
、
職
員
の
残
業
時
間
に
つ
い
て
は
、
Ｄ

Ｘ
の
推
進
な
ど
も
あ
り
、
令
和
５
年
４
月
か
ら

12
月
ま
で
の
累
計
で
、
前
年
比
約
１
万
４
千
時

間
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
令
和
６
年
度

は
さ
ら
に
時
間
外
勤
務
の
削
減
を
図
り
、
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
職
員
が
よ
り
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な
業
務
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ま
た
、
同
時
に

時
間
外
勤
務
の
削
減
に
も
つ
な
が
る
よ
う
業
務

効
率
化
を
図
る
た
め
、
専
門
性
が
不
要
で
、
定

型
的
な
作
業
、
い
わ
ゆ
る
ノ
ン
コ
ア
業
務
の
外

部
委
託
の
導
入
可
能
性
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
先
日
、
若
手
職
員
に
よ
る
働
き
が
い
改
革
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
報
告
会
に
出
席
し
、

提
言
を
受
け
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
全
て
の
職

員
が
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
休
止
と
な
っ
て
い
た
旭
川
市
史
に

つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
手
法
に

よ
り
再
開
し
ま
す
。

　
加
え
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
予
約
が
可
能
な
市
有

施
設
の
増
加
や
電
子
決
済
の
導
入
に
よ
り
、
市

民
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。

　
地
域
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に
向
け
て
は
、
地
域
情
報

共
有
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
「
あ
さ
ひ
か
わ
　
く

ら
し
の
ア
プ
リ
」
を
、
４
月
か
ら
運
用
が
開
始

課
題
に
対
応
し
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
対
面
式
で
の
相
談
窓
口
や
、
退

勤
後
に
も
相
談
で
き
る
よ
う
夜
間
に
オ
ン
ラ
イ

ン
相
談
窓
口
を
試
行
で
設
置
す
る
な
ど
、
若
年

層
や
働
く
女
性
が
よ
り
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

若
者
が
活
躍
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

　
若
者
が
と
ど
ま
る
ま
ち
、
一
度
市
外
に
出
て

経
験
を
積
ん
だ
若
者
が
戻
っ
て
来
ら
れ
る
ま
ち

の
一
助
と
し
て
、
市
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
岸
　

博
幸
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授
に
ご
協
力
い

た
だ
き
、
地
元
の
企
業
、
あ
る
い
は
旭
川
市
立

大
学
な
ど
の
高
等
教
育
機
関
や
産
業
支
援
機
関

と
も
連
携
し
た
起
業
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
学

生
等
に
提
供
す
る
な
ど
、
若
者
た
ち
に
地
域
産

業
の
魅
力
を
伝
え
、
起
業
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の

意
識
を
醸
成
し
、
将
来
的
に
は
旭
川
か
ら
第
２

の
グ
ー
グ
ル
や
ア
ッ
プ
ル
な
ど
、
Ｇ
Ａ
Ｆ
Ａ
の

よ
う
な
企
業
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

さ
れ
る
「
あ
さ
ひ
か
わ
健
幸
ア
プ
リ
」
と
連
携

さ
せ
、
地
域
で
の
健
幸
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ

と
で
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
数
の
増
加
を
目
指
し
ま

す
。
ま
た
町
内
会
等
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
見

守
り
機
能
や
小
・
中
学
生
の
ア
イ
デ
ア
を
ア
プ

リ
に
実
装
す
る
取
組
み
を
進
め
る
こ
と
で
、
地

域
活
動
の
活
性
化
や
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
ま

す
。

財
源
の
確
保

　
財
政
状
況
の
改
善
に
向
け
て
は
、
Ｄ
Ｘ
や
外

部
委
託
の
推
進
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
や
職
員

の
時
間
外
勤
務
の
削
減
に
加
え
、
公
共
施
設
保

有
量
の
最
適
化
や
施
設
の
管
理
運
営
手
法
の
見

直
し
な
ど
、
歳
出
削
減
の
取
組
み
と
と
も
に
、

財
源
確
保
が
必
要
で
す
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、
基
準
が
厳
格

化
さ
れ
た
制
度
改
正
に
的
確
に
対
応
し
な
が
ら

も
、
よ
り
旭
川
の
魅
力
を
生
か
し
た
商
品
の
発

掘
や
開
発
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
こ

と
で
令
和
６
年
度
に
は
寄
附
額
35
億
円
を
、
令

和
８
年
度
に
は
寄
附
額
50
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

今
年
１
月
か
ら
旭
川
信
用
金
庫
や
旭
川
青
年
会

議
所
と
連
携
す
る
な
ど
、
寄
附
見
込
企
業
を
開

拓
し
て
い
く
と
と
も
に
、
企
業
の
皆
様
と
事
業

構
築
を
進
め
、
よ
り
多
く
の
寄
附
を
募
り
、
旭

川
活
性
化
の
財
源
と
し
ま
す
。

　
責
任
と
挑
戦

　１
０
０
年
使
え
る
庁
舎
に
続
く
、
大
規
模
事

業
や
買
物
公
園
の
在
り
方
等
に
関
す
る
計
画
は
、

ま
さ
に
「
新
時
代
旭
川
」
の
象
徴
と
な
る
施
策

に
他
な
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
の
皆
様
や
議
員

各
位
、
さ
ら
に
は
、
専
門
家
の
声
を
聞
き
、
優

先
順
位
を
考
慮
し
な
が
ら
、
民
間
活
力
の
導
入

や
公
共
事
業
の
平
準
化
を
図
る
な
ど
、
公
共
施

設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
み

ま
す
。
併
せ
て
、
市
税
等
の
自
主
財
源
を
確
保

し
、
財
政
規
律
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
す
る
た

め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
を
着
実
に
推
進
す
る

こ
と
は
も
と
よ
り
、
国
や
道
の
補
助
金
の
積
極

的
な
活
用
や
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、
受
益

者
負
担
適
正
化
の
取
組
み
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
業
務

の
効
率
化
を
実
行
し
、
将
来
負
担
の
軽
減
と
必

要
な
投
資
の
両
立
を
責
任
を
持
っ
て
進
め
ま
す
。

同
時
に
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
と
大
き
く
時
代

が
変
わ
っ
て
い
く
転
換
点
に
お
い
て
は
、
前
例

に
と
ら
わ
れ
ず
、
失
敗
を
恐
れ
ず
、
ま
ち
の
力

を
信
じ
て
挑
戦
し
て
い
く
気
概
こ
そ
が
、
未
来

を
切
り
拓
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
世
界
に
輝

く
北
海
道
の
拠
点
都
市
旭
川
の
未
来
を
想
像
し
、

真
に
持
続
可
能
な
旭
川
の
礎
を
創
造
す
る
た
め
、

「
旭
川
新
時
代
・
創
造
予
算
」
を
力
強
く
進
め

て
い
く
決
意
で
す
。

ひ
ろ
ゆ
き

ガ

ー

フ

ァ

教育行政方針

市政方針

ゆ
う
か
ら
お
り

き
し

ひ
ら
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イ ン ス タ グ ラ ム

　「冬の楽しみ方・冬景色」をテーマに、旭川の魅力と冬の楽しみ方が伝わる
“とっておき”の１枚を募集した「旭川市Instagramフォトコンテスト2023」。
昨年11／20～今年１／21に実施し、応募のあった788作品の中から、最優秀
賞１点・優秀賞１点・入選１点・佳作５点を紹介します。

　フォトコンテストにご参加いただいた皆さん、ありがとうございました。フォトコンテストは
終了しましたが、市公式Instagramでは引き続き旭川の魅力が伝わる写真や動画の投稿を募集し
ています。「#find_asahikawa」のタグを付けて、世界に旭川の魅力を発信しましょう！

　買物公園のイルミネーシ
ョンが幻想的な世界で表現
され、思わず引き込まれま
した。寒空の下を歩く男女
の後ろ姿が印象的です。

評価のポイ
ント

　「旭橋」と凍てつく寒さ
が上手に表現されており、
これぞまさに旭川の“風物
詩”といえます。その圧巻
のスケールに心を奪われま
した。

評価のポイ
ント

　雄大な自然と神秘的な太陽。冬の厳しい
寒さもその荘厳さと美しさに慰められるよ
うで、心が洗われる１枚でした。

　冬期間限定で買物公園
に広がるイルミネーショ
ン。雪解け水に降り注ぐ
光の世界は、魔法の国の
ようでした。

受賞者のコメント

と

最優秀賞
@barmo2さん

Photo Contest 2023

@inoko_legendさん

@masaki_loveupさん @hokkaido_photonaoさん

@moyo_cameraさん @asapiwsyさん

優秀賞
@mune_ringramさん

Photo Contest 2023

入選
@hayatoito_さん

Photo Contest 2023

評価のポイ
ント

佳 作

い

【詳細】広報広聴課　25・5370
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届出受付までの予想待ち時間

　 最長５時間程度
　 最長４時間程度
　 最長３時間程度
　 最長２時間程度
／ 閉庁日

　小学３年生から陸上競技を始め、小学５年生からハードル競技に本格的に取り組み、現在
は神居東中学校で競技を続けています。日々熱心に、ハードリングのフォームチェックや走
力を上げるためのトレーニングを行い、全国中学校陸上競技大会で２年連続入賞、2023日本
室内陸上競技大阪大会では当時14歳にもかかわらず、U16で２位になるなど、持ち前のスピ
ードと見事なハードルテクニックを武器に、様々な結果を残しています。

　この賞は、旭川市のスポーツの発展に貢献された個人や団体に
贈るものです。今年度は次の方に決定しました。贈呈式の詳細は
決まり次第市　でお知らせします。

みねぎし   み　く

　スポーツ奨励賞　峯岸美來さん（陸上）

　転入や転出等の手続きが集中するた
め、市民課の窓口が大変混雑します。
迅速な対応に努めますが、長時間お待
ちいただくことがありますので、時間
に余裕を持ってお越しください。
　市民課では、住民異動・戸籍の届出
・証明発行窓口などの混雑状況をスマ
ートフォンやパソコンで確認できます
（右上の２次元コードから）。
　なお、住民異動・戸籍の届出・証明
発行等の手続きは、各支所でも受け付
けます。

　
　マイナンバーカードで、来庁す
　ることなく転出の
　手続きができます

　スマートフォンな
どを使って転出の手続きができます。
また、転出の手続きを行うと、同時
に転入予定先の市区町村に転入の手
続きを窓口で行うための来庁予約が
できます（ご利用には有効な署名用
電子証明書が搭載されたマイナンバ
ーカードが必要）。ぜひご利用くだ
さい。
※詳細は市　に掲載。

　今年１／５から、住民基本台帳を管理するシ
ステムを国が定めた標準仕様に合わせて変更し
ました。それに伴い「住民票の内容と様式」と
「印鑑登録証明書の様式」が変わりました。詳
細は市　をご覧ください。
●変更点＝住所情報は、原則、現住所と転入前
の住所のみが記載されます（ただし今年１／５
以降の届出による市内転居については、１つ前
の住所も記載）。過去の住所や氏名等を変更し
た履歴の記載が必要な場合は、市民課または各支所の窓口でお申し出ください　　　　【詳細】市民課　25・6204
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※証明書の受付・交付も通常より
　時間がかかる場合があります。

混雑状況

【詳細】スポーツ課　23・1944令和５年度 旭川市スポーツ賞

【詳細】市民課　25・6204

３月と４月は市民課が
大変混み合います
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住民票の写しと印鑑登録証明書の様式が変わりました
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令和２年２月２日
平成２５年４月３日

北海道札幌市中央区南一条西１丁目１番地
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届出受付までの予想待ち時間
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の住所のみが記載されます（ただし今年１／５
以降の届出による市内転居については、１つ前
の住所も記載）。過去の住所や氏名等を変更し
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低所得世帯
こども
加算金の
申請を
受け付けて
います

　内容　　日時　　会場　　対象　　定員　　料金　　講師　　その他　　申込　　詳細　　ホームページ　　　がない場合は料金・申込不
要（入館料が必要な場合あり）。抽選の記載がなければ先着順。　に開始日の記載がないものは、既に受付けを開始しています

乳幼児～高校生、保護者を対象としたお知らせや
妊娠・出産に関する情報です

子育て・教育情
報●子供に関する相談

………　26・5503

●ひとり親家庭等の相談
………　25・9107

就学児…　26・5501
未就学児　26・2395

●発達・発育に関する相談

ママ・パパ・コドモの情報ひろば
こどもーるでは、子供連れでも
安心してお出掛けが
できる場所を、多数
紹介しています。
ぜひご利用ください

●子どもホットライン（無料）

●子どもSOS電話相談（無料）

子供専用電話相談
こども せんよう でんわそうだん

いじめ・不登校に関する相談、通報

むりょう

むりょう

0120・528506
こんにちは コール

平日 ８：45～17：15
（月・木曜日は20：00まで）

へいじつ

げつ　　もくようび

0120・126・744
いじめ　　なしよ

平日 ８：45～17：15
（祝日・年末年始を除く）

へいじつ

しゅくじつ　  ねんまつねんし　　のぞ

開設日時は
窓口によって異なります

　田植えや稲刈り、ハーブ収穫、酪農作業、果樹のもぎ取り、
農産物を使った加工・調理などの体験を通して、子供の農業へ
の理解を深める取組みです。
　参加者や保護者からは「様々な農業について知ることができ
て楽しかったです」「食べ物の大切さ、農家の苦労を子供と一
緒に知ることができました」などの声が寄せられています。
　農政課　25・7417

　５月～11月の原則土・日曜日（全７回予定）
　市内在住の小学４～６年生　　25人（抽選）
　年5,000円予定（別途食材費などが掛かる場合あり）
　３／21㈭～31㈰に、市　にある申込フォームで受付け
※令和６年度の予算議決後に事業実施が確定。

　臨時特別給付金担当　76・7415（受付時間＝平日８：45～17：15）

市で把握している対象児童のいる世帯へ、３／１付で確認書を郵送しています。必要
事項を記入し、８／31㈯までに提出してください
※８／31は電子申請または郵送（当日消印）のみ受付け
※昨年12月から実施している「令和５年度旭川市物価高騰重点支援給付金（７万円）」
　の受給世帯には通知書を郵送しています。記載内容に相違がある場合や、口座変更、
　支給辞退の連絡がない場合は３／25㈪に支給予定。詳細は市　に掲載

詳

詳

子ども農業体験塾

参加者募集

昨年12／１時点で市内に住民登録があり、次の全てに該当する世帯の世帯主
●世帯全員の令和５年度分の住民税が「非課税または均等割のみ課税」である
●住民税課税者から税法上の扶養を受けていない方がいる
●世帯の中に住民税が課税となる所得があるのに、未申告である方がいない
対象者と同一世帯で、平成17年４／２以降に生まれた児童
※世帯主と別世帯の単身で寮などに入っている児童も対象となる場合があります

対象者

対象
児童
支給額

申請
方法

対象児童１人当たり５万円（１回限り）
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対象者

対象
児童
支給額

申請
方法

対象児童１人当たり５万円（１回限り）

地域子育て支援センター・子育てサロン 未就学児や保護者対象のイベント・サロンを各地域で開催しています

おひさま 春光２の８　51・0637

いずみ 神居９の４　62・8986

こまどりつ～ながれ末広２の13　070・5049・4523

こもれび もりもりパーク内　56・0763

ちゅうりっぷ 北門町８　52・0765

にょきにょき 豊岡３の３　38・6816

ねむのき 宮下通14　090・8271・8899

ぱれっと 神楽３の６　63・6201

ほっとほたる 永山町５　46・4749

ぴょんぴょん 旭神町　66・2332
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おでかけサロン
参加者同士の交流と色々なおもちゃ
や、トンネル・テントなどで遊ぶ　
４／５㈮９：30〜11：30　
末広公民館（末広１の２）　
乳幼児と保護者　

いきいき子育て講座
「みんな集まれ！よーいどん！ほっとミニ運動会」
４／24㈬10：00〜11：30　
０〜１歳児と保護者　
12組　 ４／11㈭からの14：00〜16：00

遊びの広場「親子で手形アート」
４／15㈪11：00〜11：30　
乳幼児と保護者　 20組　 随時

お父さんサロン「お父さんと鯉
こい

のぼり
つくりを楽しもう！」
４／13㈯10：00〜11：30　
乳幼児と男性保護者　
６組　 ３／18㈪10：00から

子育て講座「乳幼児のUVケア＆
アンド

スキンケア講座」
４／19㈮10：00〜11：30　 ０〜５歳児と保護者　
16組　 ４／３㈬９：00から

あそびのひろば「親子でふれあい・わらべうた遊び」
４／18㈭10：00〜11：30　 幼児と保護者　
12組　 ４／４㈭９：00から

子育て講座「乳幼児のためのヘアーカット講座」
４／19㈮10：30〜11：30　 乳幼児と保護者　
10組　 ４／４㈭からの10：00〜15：30にねむのき

にて。電話受付不可

育児講座「親子でリトミックを楽しもう！」
４／15㈪10：30〜11：30　
１歳７か月以上の幼児と保護者　
10組　
４／１㈪から

カモンベイビー「親子で楽しむ
わらべうたベビーマッサージ」
４／22㈪13：30〜14：30　
０歳児と保護者　
８組　 ４／１㈪から

リフレッシュ講座「親子エアロビクス」
親子で体を動かしリフレッシュ　
４／25㈭10：30〜11：30　 乳幼児と保護者　
10組　 ４／３㈬からの火〜木曜日９：30〜12：00、

13：00〜15：30

　遊びや絵本の読み聞かせ、親子の交流、情報交換など　　
　　①４／４㈭=東鷹栖公民館　②４／４㈭=啓明地区センター　③４／５㈮=東旭川公民館　④４／９㈫=神居
公民館　⑤４／10㈬=子ども総合相談センター　⑥４／12㈮=神楽公民館　⑦４／17㈬=中央公民館　⑧４／18
㈭=地域交流拠点すずかけ（神楽岡10の５）　⑨４／18㈭=永山公民館　⑩４／18㈭=永山３区会館　⑪４／20
㈯=新旭川公民館　⑫４／22㈪=春光台公民館　⑬４／26㈮=西御料地会館　⑭４／30㈫=愛宕公民館
いずれも10：00～12：00（⑨は10：00～11：15、⑬は10：00～11：30）　　乳幼児と保護者　
　⑨要申込　　⑨３／26㈫から同館　48・1659　　旭川NPOサポートセンター　74・4180

子
育
て
サ
ロ
ン



催　し

カムイの杜公園
もり

神居町富沢　 63・4045

ｗａｋａ・ｂａ
わ　　　か ば １の８　ツルハ旭川中央ビル２階

　　26・2395

児童センター

もりもりパーク １の８　フィール旭川６階
56・0760

東
光

ＡＳＯＢＩ～ＢＡ
あ　　　そ　　　び　　　ー　　　ば

宮下通14　 25・3211

手続き

北
門
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 病児・病後児保育施設の
 令和６年度利用登録申請を受付け
　４月から来年３月までの病児・病後児保育施設の利用に
関する登録申請を、次の施設で受け付けます。登録済みの
方も、４月からの利用には、改めて登録申請が必要です。
　登録申請の際は、利用する施設へ手続きに必要な書類等
を事前にお問い合わせください。
病児保育＝北

き た さ い と

彩都病児保育室まほうの
ちから（宮下通11 74・5334）
病後児保育＝新旭川保育所（大雪通７
23・1505）、ほのぼの保育園（春
光３の７ 53・4103）

 ハローキッズ
３／24㈰10：00〜11：00　 神楽公民館（神楽３の

６）　 小学４〜６年生　 20人　 100円　 旭川市国
際交流委員会（都市交流課内 25・7491）

 弁護士による無料法律相談会（予約制）
養育費の他、離婚、親権、面会交流、慰謝料、財産分与
ほか　 ３／25㈪13：30〜15：30（１人30分）　
ときわ市民ホール（５の４）　
ひとり親家庭の父親・母親（離婚前の方を含む）　
４人　 託児あり（要申込）
母子家庭等就業・自立支援センター 21・7181

 サケの稚魚放流
４／13㈯10：00〜11：00
集合場所　公会堂（常磐公園）
小学生以下と保護者　 40組　 右の申込フ
ォームで受付け　 公園みどり課 25・9705

 今月の子育て健康相談（予約制）
身体測定、健康・栄養・歯科相談など（当日の朝、検温
してきてください）　 ０歳〜未就学児　 詳細は問い合
わせを。中止・延期情報は市 に掲載。駐車料金は無料

 おもしろ工作・実験タイム
４月の土・日曜日、祝日の９：30〜11：00、
12：30〜15：00（変更の場合あり。詳細は同
園 に掲載）　 幼児と保護者、小学生　

♦東光＝東光５の２ 32・1473　♦北門＝北門町８ 52
・0765　♦春光＝春光１の７ 53・7992　♦永山＝永山
３の19 47・8008　♦神居＝神居５の12 69・2225
♦神楽＝神楽３の６ 63・6201

　　チャレンジデー「けん玉・なわとび検定」
　　 ４／６㈯10：00〜11：30　
　　 小学生以上（縄跳びは幼児も可）

　　春休み企画「浮
ふ ち ん し

沈子を作ろう」
　　 ３／29㈮14：00〜15：00　
　　 幼児と保護者、小学生　 要予約

 卒園・卒業おめでとう！

オリジナルの表彰状とガチャコインをプレ
ゼント　
３／20㈬〜31㈰　 ３月で卒園する園児

・小学校を卒業する児童と保護者
 定期イベント　
※開催しない日もあり。春休み期間中は定期イベントは休み。
お楽しみ会（月曜日11：00から）
リトミック（水曜日11：00から）
わんぱくキッズ（木曜日16：00から）

 ロープクライミング親子体験会
高さ4.5mのクライミングウォールに親子で挑戦　
４／14㈰13：00〜15：00　
６組　
３／23㈯〜４／11㈭

子供版
日 講　座　名 内　容　・　時　間　な　ど

公民館　講座カレンダー

春光台 ４／12㈮ あつまれ
～出張ひろば in 春光台

　こいのぼり制作　　10：00～11：30　　乳幼児と保護者　
　10組　　３／25㈪から

北星 ４／３㈬～来
年３／26㈬

放課後の自習室 　自習スペースの開放　　毎週水曜日（祝日を除く）17：30～19：30　
　中学生　　15人　　随時

西神楽 ４／23㈫ お母さん応援講座
「乳幼児のための
お菓子作り」

　10：00～12：00　　乳幼児の母親　　８人　　500円　
　not主宰　多田ヒロミさん　　託児あり（５人まで。要申込）。エプロ
ン・三角巾・持ち帰り用容器・飲み物持参　　４／２㈫～５㈮

東旭川 ４／13㈯ おはなし会 　紙芝居や大型絵本の読み聞かせ　　11：00～12：00　
　幼児～小学生と保護者

会場
※受付開始時間や申込方法、各公民館の電話番号は21ページに掲載

イン



　昨年８月に生まれたチンパンジーの子、笑蓮（エ
レン）は、母親フルトのそばで、すくすくと成長し
ています。笑蓮は、笑顔で成長することを願い、ハ
スの花に清らかに見守られるという意味で名付けら
れました。ぜひ、会いに来てください。（群れでの
交代展示のため、見学できない日もあります）

　
異
常
高
温
の
日
が
続
き
、
驚
く
ほ
ど

雪
解
け
が
進
ん
で
い
ま
す
。
毎
年
観
測

史
を
塗
り
替
え
る
気
候
の
異
変
が
起
こ

り
ま
す
が
、
そ
れ
が
当
た
り
前
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
慣
れ
て
い
い
こ
と
で
は

決
し
て
な
い
の
で
す
が…
。

　
繁
殖
の
た
め
、
札
幌
市
円
山
動
物
園

に
移
っ
て
い
た
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
の
ホ

ク
ト
が
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
ピ
リ
カ
と

の
繁
殖
の
た
め
で
す
。
ホ
ク
ト
が
旭
山

動
物
園
に
到
着
し
、
麻
酔
を
か
け
て
い

た
同
時
刻
に
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
の
ジ

ャ
ッ
ク
が
死
亡
し
ま
し
た
。

　
ジ
ャ
ッ
ク
は
42
歳
。
高
齢
で
し
た
が

老
齢
と
は
い
え
な
い
年
齢
で
し
た
。
昨

年
の
暮
れ
か
ら
尿
路
結
石
を
患
い
、
回

復
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
す
ぐ
に
動
き

が
緩
慢
に
な
り
、
力
が
入
ら
な
い
状
態

に
な
り
ま
し
た
。
意
識
は
は
っ
き
り
し

て
い
て
食
欲
も
あ
り
ま
し
た
。
検
査
結

果
や
症
状
か
ら
心
臓
系
の
疾
患
と
推
察

し
、
投
薬
治
療
を
行

い
安
静
に
努
め
て
い

ま
し
た
が
、
状
態
が

急
変
し
死
亡
と
な
り

ま
し
た
。
ジ
ャ
ッ
ク

は
「
お
ら
ん
う
ー
た

ん
館
」
が
オ
ー
プ
ン

し
た
翌
年
の
平
成
14
年
に
リ
ア
ン
の
ペ

ア
と
な
る
た
め
、
広
島
市
安
佐
動
物
公

園
か
ら
来
園
。
当
時
は
、
ほ
っ
ぺ
た
の

フ
ラ
ン
ジ
（
社
会
的
に
優
位
な
オ
ス
１

頭
の
み
に
現
れ
る
）
が
あ
る
成
獣
と
の

新
た
な
ペ
ア
リ
ン
グ
は
行
わ
な
い
の
が

通
例
で
し
た
。
オ
ス
と
メ
ス
の
体
格
差

が
著
し
く
、
オ
ス
の
感
情
次
第
で
メ
ス

が
死
亡
し
て
し
ま
う
危
険
が
あ
る
か
ら

で
す
。
他
園
か
ら
は
「
ジ
ャ
ッ
ク
と
の

ペ
ア
リ
ン
グ
は
、
や
め
た
方
が
良
い
の

で
は
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
見
事
に

成
功
し
、
リ
ア
ン
と
の
間
に
子
を
も
う

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
ら
ん
う

ー
た
ん
館
は
、
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
目

指
し
て
建
て
た
施
設
で
す
。
ジ
ャ
ッ
ク

と
リ
ア
ン
の
つ
な
が
り
で
、
ボ
ル
ネ
オ

で
の
恩
返
し
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
生
ま
れ
、

ボ
ル
ネ
オ
ゾ
ウ
の
一
時
避
難
施
設
の
建

設
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

は
ジ
ャ
ッ
ク
の
存
在
が
あ
る
こ
と
で
、

息
子
モ
リ
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
は
大
き
く
な

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ジ
ャ
ッ
ク
が
い

な
く
な
り
、
モ
リ
ト
の
フ
ラ
ン
ジ
は
見

る
見
る
大
き
く
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

世
代
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
で
す
。

　
今
年
も
た
く
さ
ん
の
命
の
歴
史
が
生

ま
れ
、
未
来
へ
と
続
い
て
い
き
ま
す
。

●４／７㈰まで
　10：30～15：30
　（入園は15：00まで）
●４／８㈪～26㈮は休園。
　夏期開園は４／27㈯から
※最新情報は同園　などで確認を。

立派なフランジを持つ
オランウータンのジャック 【405通目

】

【詳細】旭山動物園（東旭川町倉沼　　36・1104）

旭山ピックアップ

世
代
の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

チンパンジーの子は
元気に成長しています

詳細は決まり次第、
同園　に掲載

冬期開園日・時間

園内イベント

旭山動物園をもっと楽しむ　

あ
　
さ
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北海道救急医療情報案内センター夜間・休日の当番医は

夜間急病センターの場所・診療時間
市立旭川病院２階（金星町１　25・0297）
午後10時～午前７時30分 ●介護119番（高齢者総合相談）………………　25・9119

情
報福祉・健康

高齢者・障害がある方を対象としたお知らせや
健康に関する情報です

　内容　　日時　　会場　　対象　　定員　　料金　　講師　　その他　　申込　　詳細　　ホームページ　　　がない場合は料金・申込不
要（入館料が必要な場合あり）。抽選の記載がなければ先着順。　に開始日の記載がないものは、既に受付けを開始しています

医療費について
コロナ治療薬や入院医療に対する公費支援は終了します

※１＝平均的使用数による薬の価格は約５～９万円です。
※２＝４／１㈪から薬の価格が見直される場合があります。

　新型コロナワクチン接種
　ワクチンの無料接種は３月末で終了します。４月以降は
季節性インフルエンザワクチンと同様、年１回・秋冬の定
期接種（自己負担あり）となります。詳細は市　などでお
知らせします。

　相談窓口
　新型コロナ健康相談ダイヤル・新型コロナワクチンコー
ルセンターは３／31㈰で終了します。受診や検査は、かか
りつけ医等へ電話でご相談ください。
●新型コロナ健康相談ダイヤル　21・3720
●新型コロナワクチンコールセンター
　　　 　25・3501、　0120・057・160
　市　「よくある問い合わせ」に、体調不良
時の対応や療養時の過ごし方を掲載していま
すので、ご覧ください。
●感染症に関する一般的な問い合わせは
　　　　　　　　　健康推進課　25・9848
　新型コロナウイルス感染症対策担当
　　　　　　　　　26・1111（内線5664）
詳

詳

新型コロナの
ここが変わります

コロナ治療薬
●ラゲブリオ
●パキロビッド
●ゾコーバ
など

入院医療費

負担割合に応じた
金額を一部自己負担
（上限額）※１
　　  ３割 9,000円
　　  ２割 6,000円
　　  １割 3,000円
高額療養費制度の
自己負担分から
最大１万円を減額

負担割合に応じた
金額を自己負担。
負担額の上限は、
なくなります
※２

昨年10／１～
今年３／31㈰まで ４／１㈪以降

高額療養費制度の
自己負担額

よくある
問い合わせ

ワクチン

　臨時特別給付金担当
　　　　　76・7415
（受付時間＝平日８：45～17：15）

４月から

対象者

申請
方法

給付額

昨年12／１時点で市内に住民登録があり、次の全てに該当する世帯
の世帯主
●世帯全員の令和５年度分の住民税が「均等割のみ課税」または
　「均等割のみ課税と非課税」である
●住民税課税者から税法上の扶養を受けていない方がいる
●住民税所得割が課税となる所得があるのに、未申告である方が
　いない

１世帯10万円

対象となる可能性が高い世帯には、３／１付で確認書を郵送して
います。必要事項を記入し、７／31㈬までに提出してください。 
詳細は市　に掲載

住民税
均等割のみ課税世帯
給付金の申請を
受け付けています

健　康
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 医療的ケア児等の相談窓口
　日常的に医療的ケアが必要なお子さんなどの支援に関す
る相談窓口を開設します。
開設日・時間　４／１㈪から・９：00〜17：30（土・日
曜日、祝日、年末年始を除く）　
相談電話　４月以降に市 に掲載
おぴった（宮前１の３）　 詳細は市 に掲載。令和６

年度の予算議決後に事業実施が確定
障害福祉課 25・6476　

心の健康に関する催し　
 断酒会員による酒害相談（予約不要）
４／４㈭13：00〜14：30　 総合庁舎４階　
アルコール依存や飲酒に関してお困りの方とその家族
健康推進課 25・6364

 精神科医師による心の健康に関する相談（予約制）
４／24㈬　 総合庁舎４階　 精神科・心療内科への通
院歴がない方とその家族　 事前に保健師の個別相談あり
健康推進課 25・6364　



北海道救急医療情報案内センター夜間・休日の当番医は

夜間急病センターの場所・診療時間
市立旭川病院２階（金星町１　25・0297）
午後10時～午前７時30分 ●介護119番（高齢者総合相談）………………　25・9119

情
報福祉・健康

高齢者・障害がある方を対象としたお知らせや
健康に関する情報です

　内容　　日時　　会場　　対象　　定員　　料金　　講師　　その他　　申込　　詳細　　ホームページ　　　がない場合は料金・申込不
要（入館料が必要な場合あり）。抽選の記載がなければ先着順。　に開始日の記載がないものは、既に受付けを開始しています

医療費について
コロナ治療薬や入院医療に対する公費支援は終了します

※１＝平均的使用数による薬の価格は約５～９万円です。
※２＝４／１㈪から薬の価格が見直される場合があります。

　新型コロナワクチン接種
　ワクチンの無料接種は３月末で終了します。４月以降は
季節性インフルエンザワクチンと同様、年１回・秋冬の定
期接種（自己負担あり）となります。詳細は市　などでお
知らせします。

　相談窓口
　新型コロナ健康相談ダイヤル・新型コロナワクチンコー
ルセンターは３／31㈰で終了します。受診や検査は、かか
りつけ医等へ電話でご相談ください。
●新型コロナ健康相談ダイヤル　21・3720
●新型コロナワクチンコールセンター
　　　 　25・3501、　0120・057・160
　市　「よくある問い合わせ」に、体調不良
時の対応や療養時の過ごし方を掲載していま
すので、ご覧ください。
●感染症に関する一般的な問い合わせは
　　　　　　　　　健康推進課　25・9848
　新型コロナウイルス感染症対策担当
　　　　　　　　　26・1111（内線5664）
詳

詳

新型コロナの
ここが変わります

コロナ治療薬
●ラゲブリオ
●パキロビッド
●ゾコーバ
など

入院医療費

負担割合に応じた
金額を一部自己負担
（上限額）※１
　　  ３割 9,000円
　　  ２割 6,000円
　　  １割 3,000円
高額療養費制度の
自己負担分から
最大１万円を減額

負担割合に応じた
金額を自己負担。
負担額の上限は、
なくなります
※２

昨年10／１～
今年３／31㈰まで ４／１㈪以降

高額療養費制度の
自己負担額

よくある
問い合わせ

ワクチン

　臨時特別給付金担当
　　　　　76・7415
（受付時間＝平日８：45～17：15）

４月から

対象者

申請
方法

給付額

昨年12／１時点で市内に住民登録があり、次の全てに該当する世帯
の世帯主
●世帯全員の令和５年度分の住民税が「均等割のみ課税」または
　「均等割のみ課税と非課税」である
●住民税課税者から税法上の扶養を受けていない方がいる
●住民税所得割が課税となる所得があるのに、未申告である方が
　いない

１世帯10万円

対象となる可能性が高い世帯には、３／１付で確認書を郵送して
います。必要事項を記入し、７／31㈬までに提出してください。 
詳細は市　に掲載

住民税
均等割のみ課税世帯
給付金の申請を
受け付けています

福祉・保険
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 令和６年度介護保険料
　65歳以上の方の令和６年度の年間保険料は、７月中旬に
送付する納入通知書で確認してください。

　65歳以上の方で、２月に支払われた年金から引き去り（特
別徴収）された方は、原則として４月・６月・８月にも同
額の保険料が引き去りされます。
　なお、４月には徴収額の通知書を送付しません。年金か
ら引き去りされない方は、７月〜来年２月の計８回を納付
書または口座振替で納めてください。
介護保険課 25・5356

 あん摩・はり・きゅうの助成券を交付
市が指定した、視覚障害がある、あん摩マッサージ指圧
師・はり師・きゅう師から施術を受ける場合に、500円の
助成券を年間８枚交付（使用は１回につき１枚）　
市内に住む70歳以上の方（昭和30年４／１までに生ま

れた69歳の方を含む）
交付・使用期間　４／１㈪〜来年３／31㈪
交付場所　長寿社会課（総合庁舎２階）、各支所・出張所、
東部まちづくりセンター（豊岡３の３）
持ち物　住所・氏名・生年月日が確認できる身分証明書
令和６年度から申請方法が申請書へ変わります。詳しく
は同課まで問い合わせを　 長寿社会課 25・6457

 国保特定健診・後期高齢者医療健診は
 ３月末日まで！

　健診では20種類以上の病気のリスクが分かります。8,0
00円相当の検査を500円または無料で受けることができま
す。年に１度は健診で健康チェックをお勧めします。受診
券の再発行が必要な方はご連絡ください。
特定健診＝国民健康保険加入者
後期高齢者医療健診＝後期高齢者医療
制度加入者
国民健康保険課 25・9841、
後期高齢者医療健診は 25・8536

 胃・肺・大腸がん巡回検診
 　実施日　　　受付時間　　　　　　　　　会場　　
４／８㈪　　９：00〜10：00　春光台公民館（春光台３の３）
４／９㈫　　

８：00〜10：00　末広みつわ会館（末広６の６）
　　11㈭　　　　　　　　　　　
４／10㈬　　９：00〜10：00　北斗町内会館（末広６の３）
４／11㈭　　９：00〜10：00　末広公民館（末広１の２）
４／12㈮　　８：00〜10：00　新星町内会館（末広４の５）
４／15㈪　　８：00〜10：00　末広交友会館（末広４の10）
４／15㈪　　９：00〜10：00　末広八区会館（末広１の12）
４／16㈫　　９：00〜10：00　末広東つつじ会館（末広東２の９）

４／17㈬　　９：00〜10：00
　東鷹栖公民館第一分館

　　　　　　　　　　　　　　　（末広３の７）
４／22㈪　　

９：00〜10：00
　春光台地区センター

　　23㈫　　　　　　　　　　　（春光台３の５）
４／24㈬　　９：00〜10：00　春光台団地集会所（春光台４の５）
申込み不要。持ち物や検診料等は問い合わせを。大腸が
ん検診は、当日会場で受付け。後日、便を提出
※旭川がん検診センター（末広東２の６ 53・7111）で
　も受診可。希望者は同センターに申込みを。
健康推進課 25・6315

 国民健康保険料・後期高齢者医療保険料が
 年金から引き去りになる方へ
　４月から、新たに各保険料が年金から引き去りになる方
には、３月下旬に引き去り時期や保険料のお知らせを送付
します。既に年金から引き去りになっている方（口座振替
の申込みをした方を除く）の４月・６月・８月引き去り分
の保険料は、原則２月引き去り分と同額です。
※８月の保険料は変更の場合あり。
国民健康保険課 25・6247、
後期高齢者医療被保険者は 25・8536

 点訳奉仕員養成講習会
点字の読み書きなどの基礎を学ぶ　 ５／８〜来年３／

12の毎週水曜日（全35回）13：30〜15：30　 30人
５／２㈭までに旭川点字図書館（７の14 23・5555）

 点字講習会
５／９〜来年３／13の毎週木曜日（全35回）10：00〜
12：00　 視覚障害がある方　 15人　
５／２㈭までに旭川点字図書館（７の14 23・5555）

　「医療費や保険料の還付金があり、締切りが今日ま
でです」「後で金融機関から電話があるので手続きを
してください」など、市職員を騙る不審な電話や訪問
があったという相談が多数寄せられています。還付金
の受け取りのために、公的機関や金融機関の職員がＡ
ＴＭの操作を求めたり、高額なプリペイドカードの購
入を求めたりすることは絶対にありません。不審な電
話や訪問があった場合は、担当課までお問い合わせく
ださい。
　還付金は、まず文書を郵送します。
還付金の受け取りで次のようなこと
は絶対にありません！
●金融機関から手続きの電話がくる　
●ＡＴＭでの手続きを求める　
●文書ではなく、電話や訪問だけで手続きをする　
●還付手続きの締切りを理由に、市から電話や訪問を
　する
【詳細】国民健康保険の医療費の還付は国民健康保険
課　25・6247、保険料の還付は納税管理課　25・59
17、後期高齢者医療制度は国民健康保険課　25・85
36、介護保険料は介護保険課　25・5356

還付金詐欺にご注意を

かた

福祉コラム

特別徴収の方の介護保険料
４月
６月
８月

仮徴収 原則、今年２月と同額を引き去り
※８月の保険料は変更の場合あり

10月
12月

来年２月
本徴収

７月に確定する年間保険料から仮徴収
分を引き、残額を３回に分けて引き去
り



休館日は各施設にお問い合わせください
学び・文化情

報

　内容　　日時　　会場　　対象　　定員　　料金　　講師　　その他　　申込　　詳細　　ホームページ　　　がない場合は料金・申込不
要（入館料が必要な場合あり）。抽選の記載がなければ先着順。　に開始日の記載がないものは、既に受付けを開始しています
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61 昭和56年制作・ブロンズ製・
高さ98㎝・永隆橋に設置

笹戸千津子「女」
ささど    ち づ こ

作品が設置されている橋の反対側
には同作者の「微風」があり、堂
々とした立像であるのに対し、こ
の作品は腕を組み、足を交差させ
思い悩むような姿勢の座像である

科学館（サイパル）　　　宮前１の３　31・3186

図書館

博物館　　　　　　　　　　　神楽３の７　69・2004

中
央
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♦中央＝常磐公園 22・4174　♦永山＝永山３の19 47
・8080　♦神楽＝神楽３の６ 61・6711　♦東光＝東
光６の４ 39・3939　♦末広＝末広３の２ 54・7111

　　アフタヌーンシネマ「靴ひも」
　　 親子関係を築き直す感動のヒューマンドラマ　
　　 ３／24㈰15：00〜17：00　 50人　

　　ミニギャラリー「世界で一番美しい本屋
　　ブックハンデル・ドミニカーネン」展
　　 旭川市在住の写真家・森脇啓好さんが、オ
　　ランダの古都マーストリヒトにある古い教会
　　を改装した書店を題材に撮影した作品を展示　
　　 ３／30㈯〜５／30㈭　

　　春の企画展示「人物で振り返る旭川」
　　 郷土の歩みを人物に焦点を当てながら、当館収蔵の
　　書籍や資料で振り返る　 ３／30㈯〜８／18㈰

 アイヌ文様缶バッジ作り
３／30㈯13：30〜15：00　
20人　
小学３年生以下は保護者
同伴

申込みは、受付開始日の９：00から科学館
または来館で受付け

 ４月のプラネタリウム
幼児番組「わんわんわん」＝11：00から、14：00

から　
一般番組「星雲と星団」＝13
：00から、16：00から
ドームシアター（新番組）＝
15：00から　
各回170人　
プラネタリウム観覧料

 サタデーサイエンスひろば
毎週土曜日にサイエンスショーを実施。テーマは３月「カ
ラフルパワー」、４月「燃焼の実験」　
13：30から、15：30から　
常設展示室観覧料

 糸のこ体験工作
木のアクセサリー作り
３／20㈬10：00〜12：00、13：00〜16：30
小学３年生以下は保護者同伴

 生きもの観察「特定外来生物ウチダザリガニ」
ウチダザリガニの体の構造を詳しく観察　
４／６㈯10：00〜11：30　
小学生以上　 10人（抽選）　 200円　
３／16㈯〜30㈯

 レッツプログラミング
参加者のレベルに合わせたプログラミングトレーニング
４月からの毎週日曜日13：30〜15：00
小学生以上（小学３年生以下は保護者同伴）　
９人　

 地学体験学習「岩石の分類と観察」
火成岩・堆積岩・変成岩を顕微鏡で観察　
４／13㈯10：00〜11：30　
小学生以上　
10人（抽選）　
200円　
３／23㈯〜４／６㈯



休館日は各施設にお問い合わせください
学び・文化情

報

　内容　　日時　　会場　　対象　　定員　　料金　　講師　　その他　　申込　　詳細　　ホームページ　　　がない場合は料金・申込不
要（入館料が必要な場合あり）。抽選の記載がなければ先着順。　に開始日の記載がないものは、既に受付けを開始しています
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61 昭和56年制作・ブロンズ製・
高さ98㎝・永隆橋に設置

笹戸千津子「女」
ささど    ち づ こ

作品が設置されている橋の反対側
には同作者の「微風」があり、堂
々とした立像であるのに対し、こ
の作品は腕を組み、足を交差させ
思い悩むような姿勢の座像である

彫刻美術館　　　　　　　　春光５の７　46・6277
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 ピカピカドロ団子を作ろう
左官職人と一緒に「ドロ団子」作り　
３／24㈰10：00から、11：00から　
小学生以上（小学３年生以下は保護者
同伴）
各15人（抽選）　
３／20㈬まで

 天体を見る会「春の星と月の観測」
４／14㈰19：30〜21：00　
50人（抽選）　
雨・曇天時は解説のみ。中学生以下は
保護者同伴　
３／15㈮〜４／４㈭

 パレットのなかま展　
　旭川市にゆかりがある教職員とその退職者による作品を
集めた展覧会です。児童生徒に教える傍ら、日々制作に励
んだ絵画や立体作品等を紹介し
ます。
３／26㈫〜５／25㈯
10：30〜18：30
彫刻美術館ステーションギャ
ラリー（旭川駅東側）

会場 日 講　座　名 内　容　・　時　間　な　ど

神楽 ５／14㈫～
12／３㈫

神楽市民大学
（全14回）

　一般教養や健康などの講座、館外学習　　火曜日月１～２回10：00～12：00
　50人（抽選）　　2,000円　　４／８㈪～11㈭に来館

愛宕 ５／16㈭～
来年２／20㈭

あたご市民大学
（全10回）

　一般教養や健康などの講義、実習　　木曜日月１回10：00～12：00（一部午
後もあり）　　40人　　3,000円　　４／４㈭10：00から

春光台 ５／21㈫～
来年２／18㈫

市民学級
（全10回）

　一般教養や健康などの講義、実習ほか　　火曜日月１回10：00～12：00
　大人　　30人　　3,000円　　４／１㈪～12㈮

申込みは、受付開始日の８：45から各公民館に電話か来館で受付け　

神居 ５／７㈫～
来年２／４㈫

神居女性学級
（10回）

　一般教養や健康などの講座、実習ほか　　火曜日月１回午前または午後　
　女性　　30人　　2,500円　　３／21㈭から

５／９㈭～
来年２／６㈭

神居女性大学
（13回）

　一般教養や健康などの講座、実習、交流会ほか　　木曜日月１～２回午前また
は午後　　女性　　40人　　2,000円　　３／21㈭から

上雨紛
分館

４／４㈭～
来年３／27㈭

雨紛元気ハツラツ
教室（50回）

　ボッチャ、手・椅子体操、ストレッチ、保健師による健康相談（月１回）ほか　
　毎週木曜日13：30～16：00　　60歳以上　　神居公民館まで随時

東光 ４／16㈫ 東光南地区
ふれあいサロン

　外出が苦手な方の交流の場　　13：00～15：00　
　東光地域にお住まいの方

永山 ５／８㈬～
11／13㈬

市民講座
（全12回）

　一般教養や健康などの講義、実習ほか　　第２・４水曜日10：00～12：00　
　40人　　3,000円　　４／10㈬～24㈬

北星 ５／９㈭～
11／28㈭

女性学級ひまわり
（全13回）

　一般教養などの講座、館外学習　　第２・４木曜日10：00～12：00　
　女性　　30人　　3,000円　
　４／11㈭からの10：00～12：00に料金を添えて来館

●愛宕公民館…　32・3422
●東光公民館…　35・1708
●西神楽公民館　75・3112
●春光台公民館　53・5620
●シニア大学…　25・0022

●江丹別公民館　73・2230
●東鷹栖公民館　57・2622
●神居公民館…　61・2575
●北星公民館…　52・5545
●新旭川公民館　23・9299

●中央公民館…　31・5218
●永山公民館…　48・1659
●東旭川公民館　36・1017
●神楽公民館…　61・6194
●末広公民館…　53・4311

講座カレンダー
公民館
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会場 日　時 時　間・定　員・料　金・申　込
神楽

中央

「神楽百寿大学」
５／17～来年２／21
第１・３・５金曜日
「緑が丘百寿大学」
５／10～来年２／14
第２・４金曜日
５／９～来年２／13
木曜日・月２回

　10：00～15：00　　36人（うち新規８人募集）　
　3,000円　
　４／10㈬９：00～15：00に本人または家族が来館（８：45から整理券を配布）

　９：30～15：00　　30人（抽選）　　5,000円　
　４／９㈫・10㈬９：00～15：00に本人が来館

永山 ５／９～来年２／13
木曜日・月１～２回

　10：00～14：40　　56人　　5,000円　
　４／11㈭９：00～15：00に来館（電話も可）

東旭川 ５／９～来年１／９
木曜日・月２回

　10：00～15：00　　50人　　4,000円　
　４／４㈭～17㈬９：00～15：00に来館

末広 ４／23～来年１／21
火曜日・月２回

　９：30～15：00　　50人（抽選）　　3,000円　
　４／９㈫～11㈭９：00～15：00に本人が来館

江丹別 ４／24～来年１／22
水曜日・月２回

　10：00～15：00　　30人　　2,000円　
　４／１㈪９：00から来館

東鷹栖 ４／25～来年１／23
木曜日・月２回

　10：00～15：00　　30人　　2,000円　
　４／１㈪～５㈮９：00～15：00に来館

東鷹栖
第１分館

「しののめ百寿大学」
４／23～来年１／21
火曜日・月２回

　10：00～15：00　　30人　　2,000円　
　４／１㈪～５㈮９：00～15：00に東鷹栖公民館に来館、４／２㈫10：00～11：
00に第１分館に来館

神居 ５／８～来年２／５
水曜日・月２回

　　10：00～15：00（講義＝午前、自主活動＝午後）　　40人　　4,000円　
　４／10㈬10：00～15：00に来館（来館が難しい場合は４／１㈪～９㈫の平日８：
45～17：15に電話も可）

北星 ５／14～12／10
火曜日・月２～３回

　10：00～15：00　　35人　　4,000円　
　４／12㈮10：00～11：30に本人が来館

新旭川 ５／16～12／12
木曜日・月２回

　９：30～15：00　　15人　　3,000円　
　４／10㈬～24㈬９：00～15：00に来館

愛宕 ５／15～来年２／５
水曜日・月２回

　10：00～15：00　　60人　　5,000円　
　４／３㈬～10㈬10：00～15：00に来館

東光 ５／８～来年２／12
水曜日・月２回

　９：30～15：00　　40人　　5,000円　
　４／８㈪～12㈮９：00～15：00に本人が来館

西神楽 ５／14～来年２／４
火曜日・月２回

　９：30～15：00　　20人　　5,000円　
　４／２㈫～12㈮９：00～15：00に本人が来館

春光台 ５／10～来年２／７
金曜日・月２回

　９：30～15：00　　25人　　3,000円　
　４／１㈪～19㈮９：00～15：00に本人が来館

シニア ５／17～来年１／24
金曜日・月２回

　10：00～15：00　　35人　　5,000円　
　４／２㈫10：00～15：30、４／３㈬10：00～12：00に本人が同大学

　10：00～15：00　　36人（うち新規18人募集）　
　3,000円　
　４／11㈭９：00～15：00に本人または家族が来館（８：45から整理券を配布）

※本人と記載のないものは代理人
　の申込みも可。

60歳以上の方を対象に、一般教養、実技、健康づくり等の講座を開講。
百寿大学は１年制で継続可能。シニア大学は４年制

百寿大学・シニア大学
で学びませんか



　市に対する10万円以上の寄附また
は寄贈に伴う感謝状贈呈式を行い、
報道発表を了承された団体を掲載。
※寄贈は相当額。

各種基金
の詳細は
こちら

たくさんのご寄附
ありがとうございます！
　市では、皆様から頂いた寄附金や寄贈品
を、市政発展のため様々な事業に活用して
います。これからも魅力ある旭川のまちづ
くりに努めてまいりますので、温かいご支
援をお願いします。

1月
2024年

旭川家具工業協同組合 様
320,000円（総合庁舎の市長室、レストラ
ン等へ壁掛け時計11台）

㈲煙筒の横山 様
100,000円（環境基金）

東京海上日動火災保険㈱ 様
旭川市内トップクオリティ代理店（５社） 様
589,600円（子ども基金）

　店頭に並ぶ化粧品や家事用品。その容器をよく見ると、
多様さに驚かされます。チューブ状やスプレー式といっ
た形状や色、質感…。目移りしてしまうほどです。
　業界大手の竹本容器㈱は、２万通りの組み合わせがあ
るラインナップを用意し、顧客のコストと開発期間を圧
縮できるのが強みです。生産拠点の１つがジェイ・プラ
事業所（工業団地４の３）で、化粧品の容器を中心に樹
脂製キャップを１日10万個生産。一部は海外でも使われ
ています。小型のキャップなら輸送費を抑えられ、リス
ク分散もできるとして平成９年に旭川に進出しました。
　近年は環境への配慮が重視され、植物由来のバイオマ
ス素材を使う場面が増加。米由来のプラスチックやブド
ウの搾りかすなど、農業が盛んな旭川の作物を活用でき
ないか、実験や模索も続きます。事業所長の高殿健一郎
さんは「様々なニーズに応じ、世界の器文化に貢献して
いきたい」と挑戦への意欲を語ります。

ASAHIKAWA100 PRIDE とは？

「環境」に挑み、世界の文化に貢献

市制が施行されてから100年超の歴史を持つ旭川市。大
正から令和にかけ、地域資源を生かし、様々な産業が発
展してきました。このコーナーでは、その中から「旭川
発！全国・世界」へ羽ばたいている逸品をご紹介します

開閉方法や色、
形状など様々
な種類がある
キャップ

容器の底にある、
自社で生産した
ことを示すロゴ

アサヒカワ100プライド

逸品編

ASAHIKAWA 100 PRIDE
Vol.11

たかどの　けんいちろう

容 器
竹本容器㈱
ジェイ・プラ
事業所

迅速な開発の大切
さを語る事業所長
の高殿健一郎さん

樹脂を流し、金型で
キャップを成形

工場では、検査員が
品質をチェック
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時
30
分　

②
行
動
す
る
デ
ザ
イ
ン
と
は
？
＝
３

月
28
日
㈭　
午
後
６
時
~
８
時

Ｃ
コ

コ

デ

ｏ
Ｃ
ｏ
Ｄ
ｅ
︵
宮
前
１
の
３
︶

各
１
０
０
人　

①
Ｋ
Ｅ
Ｓ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
代
表
取
締
役　

石
川
俊
祐
さ

ん　

②
＆
Ｆ
ｏ
ｒ
ｍ
代
表　
丸
山　
新
さ

ん

左
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
で
受
付
け

あ
さ
ひ
か
わ
創
造
都
市
推
進
協
議

会
事
務
局
︵
産
業
振
興
課
内　

65

・
７
０
４
７
︶

フ
ァ
ン
・
フ
ラ
イ
デ
ー

英
会
話
を
し
た
い
方
と
の
交
流
ほ

か

４
月
~
６
月
の
金
曜
日　

昼
の
部
＝
第
２
・
４
金
曜
日　
午

後
１
時
~
２
時　

夜
の
部
＝
第
２
金
曜
日　
午
後
６

時
30
分
~
８
時
30
分　

各
30
人　

１
千
５
０
０
円

３
月
21
日
㈭
か
ら
旭
川
市
国
際

交
流
委
員
会
︵
１
の
８　
フ
ィ
ー
ル

旭
川
７
階　
都
市
交
流
課
内　

25

・
７
４
９
１
︶

海
外
慰
霊
巡
拝

厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
戦
没
者

遺
族
な
ど
の
慰
霊
巡
拝　

８
月
~
来
年
３
月
︵
訪
問
日
・
申

込
締
切
日
は
巡
拝
地
域
に
よ
り
異
な

る
た
め
問
い
合
わ
せ
を
︶

戦
没
者
の
配
偶
者
・
父
母
・
子
・

兄
弟
姉
妹
・
孫
・
甥お

い

・
姪め

い

、
参
加
遺

族
︵
子
・
兄
弟
姉
妹
︶
の
配
偶
者

創
業
セ
ミ
ナ
ー「
あ
さ
ひ
か
わ

Ｂビ

ズｉｚ　
Ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ
」

起
業
に
必
要
な
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ

を
学
ぶ
セ
ミ
ナ
ー
﹁
小
規
模
事
業
者

の
た
め
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
視
点
﹂

３
月
21
日
㈭　

午
後
６
時
30
分
~
７
時
45
分

デ
ザ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︵
宮
下
通

11
︶　

30
人　

Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ　
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ

ｃ
ｅ
"
Ｙ
Ｋ
"
代
表　
加
藤
義
一
さ

ん

﹁
Ｚズ

ー

ム

ｏ
ｏ
ｍ
﹂
で
も

開
催下

の
申
込
フ
ォ
ー
ム

で
受
付
け

旭
川
産
業
創
造
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　
　
　

73
・
９
２
１
０

バ
ス
の
乗
り
方
相
談
会

旭
川
電
気
軌
道
、
道
北
バ
ス
の
ス

タ
ッ
フ
が
バ
ス
の
乗
り
方
な
ど
の
相

談
を
受
付
け

３
月
23
日
㈯　

午
前
10
時
~
午
後
４
時
30
分　

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
︵
宮
下
通
７　
イ

オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
駅
前
４
階
︶

進
学
等
で
春
か
ら
バ
ス
を
利
用
す

る
方
ほ

か

下
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

で
受
付
け

旭
川
電
気
軌
道

34
・
６
４
３
１

デ
ザ
イ
ン
×
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

セ
ミ
ナ
ー

①
デ
ザ
イ
ン
に
で
き
る
こ
と
＝

３
月
27
日
㈬　
午
後
６
時
30
分
~
８

巡
拝
地
域　
旧
ソ
連
・
中
国
・
南
方

の
旧
主
要
戦
域

福
祉
保
険
課

25
・
６
４
２
５

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

５
月
16
日
㈭
・
17
日
㈮　

午
前
９
時
20
分
~
午
後
４
時
50
分　

イ
オ
ン
ホ
ー
ル
︵
宮
下
通
７　
イ

オ
ン
モ
ー
ル
旭
川
駅
前
４
階
︶　

１
０
０
人　

３
月
26
日
㈫
~
４
月

２
日
㈫
に
下
の
申
込
フ

ォ
ー
ム
で
受
付
け

予
防
指
導
課

74
・
３
５
８
４

市
民
生
活
館
の
催
し

ア
イ
ヌ
文
様
木
彫
教
室
（
全
２
回
）

ア
イ
ヌ
文
様
の
食
器
作
り

３
月
23
日
㈯
・
30
日
㈯　

午
後
１
時
~
４
時

10
人　

２
千
円　

彫
刻
刀
持
参

３
月
20
日
㈬
か
ら
市
民
生
活
館

︵
緑
町
15　

52
・
８
８
６
６
︶

ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う
講
習
会

　
（
全
12
回
）

４
月
７
日
~
９
月
15
日
の
毎
月
第

１
・
３
日
曜
日
︵
５
月
は
第
３
日
曜

日
の
み
、
６
月
は
第
１
・
３
・
４
日

曜
日
︶　
午
前
９
時
~
12
時

10
人　

３
千
５
０
０
円

３
月
21
日
㈭
か
ら
市
民
生
活
館

︵
緑
町
15　

52
・
８
８
６
６
︶

ア
イ
ヌ
文
様
刺
し
ゅ
う
・

　
タ
ラ
織
り
作
り
（
全
12
回
）

①
刺
し
ゅ
う　
②
タ
ラ
織
り　

４
月
14
日
~
９
月
29
日
の
第
２
・

４
日
曜
日
︵
８
月
は
第
４
日
曜
日
の

み
、
９
月
は
第
２
・
４
・
５
日
曜
日
︶

①
午
前
９
時
~
12
時　

②
正
午
~
午
後
３
時　

①
10
人　
②
５
人　

３
千
５
０
０
円

３
月
22
日
㈮
か
ら
市
民
生
活
館

︵
緑
町
15　

52
・
８
８
６
６
︶

犬
の
飼
い
方
教
室

３
月
23
日
㈯　
午
後
１
時
~
３
時

25
人　

家
庭
犬
訓
練
士　
上
川

裕
子
さ

ん

下
の
申
込
フ
ォ
ー
ム

で
受
付
け

あ
に
ま
あ
る
︵
７
の
10　

25

・
５
２
７
１
︶

若
者
セ
ン
タ
ー
体
験
会

①
ソ
ー
セ
ー
ジ
作
り
＝
３
月
24

日
㈰
・
25
日
㈪
の
い
ず
れ
か
１
日　

午
前
９
時
30
分
~
午
後
３
時

②
そ
ば
打
ち
＝
４
月
７
日
㈰　
午
前

９
時
30
分
~
午
後
１
時　

①
各
６
人　
②
12
人　

①
１
千

６
０
０
円　
②
１
千
３
０
０
円

３
月
20
日
㈬
午
前
９
時
か
ら
若

者
セ
ン
タ
ー
︵
江
丹
別
町
中
央　

73
・
２
４
０
９
︶

緑
の
セ
ン
タ
ー
の
催
し

①
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
魅
せ
ら
れ

て
「
美
味
し
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
作

り
方
を
教
え
ま
す
〜
苗
木
は
持
ち
帰

り
﹂
＝
４
月
７
日
㈰　
午
後
１
時
30

分
~
３
時
30
分　

②
神
田
亘
雄
さ
ん
に
よ
る
「
野
の
花

写
真
展
」
＝
４
月
13
日
㈯
~
５
月
12

日
㈰①

20
人　

①
２
千
円　

①
３
月
20
日
㈬
か
ら
緑
の
セ
ン

タ
ー
︵
神
楽
岡
公
園　

65
・
５
５

５
３
︶

②行動する
デザインとは？

①デザインに
できること

お知らせ



高
額
費
用
を
払
っ
た
の
に
稼
げ
な
い
！
「
ス
マ
ホ
で
簡
単
に
稼
げ
る
」
と
い
う
副
業
に
ご
注
意
を

内容　 日時　 会場　 対象　 定員　 料金　 講師　 その他　 申込　 詳細　 ホームページ　 がない場合は料金・
申込不要（入館料が必要な場合あり）。抽選の記載がなければ先着順。 に開始日の記載がないものは、既に受付けを開始しています
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市
職
員
採
用
試
験

大
学
卒
の
部

職
種
区
分
・
採
用
予
定
数

①
事
務
（
一
般
行
政
）
＝
30
人
程
度

②
事
務
（
社
会
福
祉
）
＝
２
人
程
度

③
技
術
（
土
木
）
＝
５
人
程
度

④
技
術
（
建
築
）
＝
２
人
程
度

⑤
技
術
（
電
気
・
機
械
）
＝
合
わ
せ

て
１
人
程
度

社
会
人
の
部

職
種
区
分
・
採
用
予
定
数

⑥
事
務
（
一
般
行
政
）
＝
７
人
程
度

⑦
技
術
（
土
木
・
建
築
・
電
気
・
機

械
）
＝
１
人
程
度

※
採
用
数
は
状
況
に
よ
り
変
更
の
場

　
合
あ
り
。

１
次
試
験
日　
５
月
７
日
㈫
〜
24
日

㈮
の
い
ず
れ
か
１
日

試
験
科
目　
①
⑥
⑦
書
類
審
査
、
個

人
面
接
（
Ｗウ

ェ

ブ
ｅ
ｂ
）

②
〜
⑤
書
類
審
査
、
個
人
面
接
（
Ｗ

ｅ
ｂ
）
、
筆
記
試
験

受
付
期
間　
３
月
27
日
㈬
〜
４
月
10

日
㈬

試
験
案
内
の
配
布　
各
庁
舎
案
内
・

支
所
、
市

。
郵
便
で
の
請
求
可

※
日
程
や
受
験
資
格
な
ど
の
詳
細
は

　
試
験
案
内
で
必
ず
確
認
を
。

※
受
験
資
格
・
試
験
場
所
・
２
次
試

　
験
以
降
の
日
程
は
、
試
験
案
内
に

　
掲
載
。
他
の
試
験
区

　
分
の
実
施
日
程
は
市

　

で
確
認
を
。

人
事
課

25
・
５
４
４
５

社
会
教
育
・
文
化
芸
術
事
業
の

経
費
を
補
助

令
和
６
年
度
に
開
催
す
る
家
庭
教

育
支
援
事
業
、
生
涯
学
習
に
関
す
る

講
演
会
・
研
修
会
、
文
化
芸
術
関
係

の
各
種
発
表
や
展
示
等
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
補
助

※
補
助
金
額
は
対
象
団
体
の
区
分
に

　
よ
り
上
限
あ
り
。

社
会
教
育
活
動
、
文
化
芸
術
活
動

を
行
う
市
内
の
団
体

要
件
や
審
査
あ
り

社
会
教
育
課

25
・
７
１
９
０
、

文
化
振
興
課

25
・
７
５
５
８
（
い

ず
れ
も
総
合
庁
舎
４
階
）
、
市

に

あ
る
申
請
書
に
記
入
し
、
４
月
１
日

㈪
〜
６
月
30
日
㈰
に
各
課
に
持
参
か

電
子
メ
ー
ル
、
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）

奨
学
金
返
済
補
助
を
希
望
の
方

登
録
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）
・
大

学
院
の
い
ず
れ
か
を
卒
業
後
、
市
内

で
就
職
し
た
方
を
対
象
に
、
奨
学
金

返
済
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

　
補
助
を
受
け
る
に
は
、
就
職
の
前

年
度
に
市
へ
の
登
録
が
必
要
で
す
。

希
望
さ
れ
る
方
は
登
録
を
お
願
い
し

ま
す
。

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方　

日
本
学
生
支
援
機
構
第
一
種
・
第

二
種
奨
学
金
の
借
入
が
あ
る　

大
学
な
ど
を
令
和
５
年
度
に
卒
業

予
定
、
ま
た
は
登
録
時
に
市
外
在
住

で
同
２
年
度
以
降
に
卒
業　

令
和
６
年
度
に
市
内
に
住
み
、
市

内
に
本
社
が
あ
る
企
業
に
就
職
、
ま

た
は
市
内
で
起
業
す
る
予
定

詳
細
は
市

に
掲
載

３
月
31
日
㈰
ま
で
に

下
の
申
込
フ
ォ
ー
ム
で

受
付
け

経
済
総
務
課

25
・
７
１
５
２

街
路
灯
の
設
置
費
を
補
助

町
内
会
な
ど
で
新
設
・
更
新
す
る

街
路
灯
（
防
犯
灯
）

※
申
請
前
に
設
置
し
た
物
は
対
象
外
。

申
請
の
手
引
き
は
、
３
月
末
に
市

に
掲
載

３
月
末
に
対
象
団
体
へ
郵
送
す
る

申
請
書
に
記
入
し
、
４
月
８
日
㈪
〜

５
月
２
日
㈭
に
土
木
管
理
課
（
第
三

庁
舎
２
階　

25
・
５
３
７
５
）

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

令
和
７
年
度
上
期
分
の

利
用
申
込
を
一
斉
受
付
け

　
文
化
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
作
品
展

示
等
が
で
き
る
、
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

の
令
和
７
年
度
上
期
分
の
利
用
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
期
間　
来
年
４
月
１
日
㈫
〜
９

月
29
日
㈪

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
宮
下
通
11

上
川
倉
庫
「
蔵く

ら
い
む

囲
夢
」
内　

23
・

３
０
０
０
）
に
あ
る
用
紙
に
記
入
し
、

４
月
１
日
㈪
〜
７
日
㈰
に
同
ギ
ャ
ラ

リ
ー

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
旭
川
市
民
活
動
情
報
サ
イ
ト
」

に
掲
載
す
る
協
賛
広
告

掲
載
価
格　
１
枠
３
万
円

掲
載
期
間　
４
月
１
日
〜
来
年
３
月

31
日

※
掲
載
条
件
は
同

に

　
掲
載
。

地
域
活
動
推
進
課

　
　
　
　
　
　
　

25
・
６
０
１
２

国
際
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
＝
外
国

人
へ
の
通
訳
や
観
光
案
内
、
私
文
書

な
ど
の
翻
訳　

②
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝

外
国
人
に
日
本
の
家
庭
生
活
を
体
験

す
る
機
会
を
提
供　

③
企
画
交
流
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
＝
旭
川

市
国
際
交
流
委
員
会
の
事
業
の
企
画

や
運
営

①
外
国
語
の
能
力
を
有
し
、
国
際

交
流
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る
方　

②
好
意
で
外
国
人
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
家
族
全
員
が
賛
同
す
る
家
庭　

③
国
際
交
流
に
理
解
と
熱
意
が
あ
る

方
旭
川
市
国
際
交
流
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　

25
・
７
４
９
１

附属機関の委員等の募集

資料の配布場所　各担当課、市政情報コー
ナー（総合庁舎１階）、各支所・公民館、
市　ほか

社会福祉審議会
　高齢者や障害者の福祉に関する取組みや
計画案などを審議・検討
　18歳以上（５／10現在）で、市の附属
機関の委員等に３つ以上就任していない方
募集人員・任期　４人・委嘱日から３年間
募集期間　３／15㈮～４／15㈪
　福祉保険課　25・6312

住居表示等審議会
　住居表示や町名、町の境界の整備に関す
る調査・審議
　18歳以上（６／１現在）で、市の附属
機関の委員等に３つ以上就任していない方
募集人員・任期　２人・６／１から２年間
募集期間　３／18㈪～４／19㈮
　市民生活課　25・5150

彫刻美術館協議会
　彫刻美術館の運営等に関する協議
　18歳以上（６／１現在）で、市の附属
機関の委員等に３つ以上就任していない方
募集人員・任期　２人・６／１から２年間
募集期間　３／19㈫～４／19㈮
　彫刻美術館　46・6277

博物館協議会
　博物館の運営等に関する協議
　18歳以上（７／１現在）で、市の附属
機関の委員等に３つ以上就任していない方
募集人員・任期　２人・７／１から２年間
募集期間　４／１㈪～５／３㈮
　博物館　69・2004

科学館協議会
　科学館の運営等に関する協議
　18歳以上（７／１現在）で、市の附属
機関の委員等に３つ以上就任していない方
募集人員・任期　２人・７／１から２年間
募集期間　４／２㈫～５／２㈭
　科学館　31・3186

HP

詳

詳

詳

詳

詳
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ご
み
の
ポ
イ
捨
て
等
防
止

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

ご
み
拾
い
や
、
ポ
イ
捨
て
・
歩
き

た
ば
こ
防
止
の
啓
発
活
動
を
行
う
団

体　
道
具
の
貸
出
し
あ
り

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
︵
東
旭
川
町

下
兵
村　

36
・
２
２
１
３
︶
、
市

に
あ
る
登
録
申
請
書
に
記
入
し
、

同
セ
ン
タ
ー

不
法
投
棄
防
止
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
員

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な
ど
の
発
見
、

通
報　18

歳
以
上
︵
応
募
日
現
在
︶
で
、

５
月
~
10
月
に
月
２
回
程
度
活
動
で

き
る
方

※
廃
棄
物
処
理
業
の
方
を
除
く
。

10
人
︵
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
︶

住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話

番
号
・
職
業
・
勤
務
先
︵
学
生
の
場

合
は
学
校
名
と
学
年
︶
・
応
募
動
機

を
Ａ
４
用
紙
、
ま
た
は
環
境
指
導
課

︵
総
合
庁
舎
５
階　

25
・
９
１
２

３
︶
に
あ
る
応
募
用
紙
に
記
入
し
、

３
月
18
日
㈪
~
26
日
㈫
に
同
課

令
和
６
年
度
の
土
地
・
家
屋
の

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧

　
縦
覧
帳
簿
に
は
、
固
定
資
産
の
価

格
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
固
定

資
産
の
所
有
者
や
そ
の
代
理
人
が
縦

覧
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
・
場
所　
４
月
１
日
㈪
~

30
日
㈫　
午
前
９
時
~
午
後
５
時
・

資
産
税
課
︵
総
合
庁
舎
３
階
︶

持
ち
物　
運
転
免
許
証
や
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
証
な
ど
、

本
人
確
認
が
で
き
る
物

※
代
理
人
が
縦
覧
す
る
場
合
は
委
任

　
状
、
相
続
人
の
場
合
は
戸
籍
等
の

　
相
続
関
係
が
分
か
る
物
が
必
要
。

資
産
税
課

25
・
５
８
９
１

国
民
年
金
保
険
料
の
令
和
６
年

度
学
生
納
付
特
例
の
申
請

　
４
月
か
ら
来
年
３
月
分
ま
で
の
学

生
納
付
特
例
の
申
請
を
、
４
月
１
日

㈪
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
20
歳
以
上
の
学
生

で
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
に
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば

後
払
い
が
で
き
る
も
の
で
す
。

※
一
般
の
方
の
令
和
６
年
度
分
の
免

　
除
申
請
は
、
７
月
１
日
㈪
か
ら
。

市
民
課

25
・
６
３
０
６

市
税
と
国
民
健
康
保
険
料
の

夜
間
・
休
日
納
付
相
談
窓
口

　
平
日
の
受
付
時
間
内
に
納
付
相
談

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
に
、
相
談
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
窓
口
や
電

話
で
の
相
談
や
、
納
付
が
で
き
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

夜
間
=
３
月
21
日
㈭　
午
後
７

時
ま

で　休
日
=
３
月
24
日
㈰　
午
前
９
時

~
午
後
５
時

納
税
推
進
課
︵
総
合
庁
舎
３
階

25
・
５
９
８
０
︶

施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
！

　
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
が
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
す
る
た
め
、
シ
ス
テ
ム
利
用
画

面
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
日
時　

３
月
29
日
㈮　
午
前
９
時

※
３
月
28
日
㈭
午
後
６
時
~
３
月
29

　
日
㈮
午
前
９
時
は
利
用
不
可
。

利
用
方
法　
２
次
元
コ

ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し

て
く
だ
さ
い
。
利
用
に

は
ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
が
、

既
に
お
持
ち
の
方
は
不
要
で
す
︵
メ

ー
ル
ア
ド
レ
ス
の
登
録
は
必
須
︶

シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
こ
と
は
行
政

改
革
課

25
・
６
２
０
５
、
施
設
の

予
約
に
関
す
る
こ
と
は
各
施
設

買
物
公
園
の
紹
介
動
画
と
新
し

い
マ
ッ
プ
が
で
き
ま
し
た
！

　
動
画
で
は
、
買
物
公
園
の
魅
力
的

な
お
店
や
店
主
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

マ
ッ
プ
に
は
店
舗
紹
介
の
他
、
着
付

け
や
利
き
酒
な
ど
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー

も
掲
載
し
て
い
ま
す
︵
英
語
版
も
あ

り
︶
。

　
ぜ
ひ
マ
ッ
プ
を
片
手
に
、
買
物
公

園
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
動
画
は
、

２
次
元
コ
ー
ド
か
ら
ご

視
聴
で
き
ま
す
。

マ
ッ
プ
配
布
場
所　

平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員
会
︵
４

の
８　
ア
ピ
ス
ビ
ル
３
階
︶
、
道
の

駅
あ
さ
ひ
か
わ
︵
神
楽
４
の
６
︶
、

ま
ち
な
か
交
流
館
︵
５
の
７　
旭
川

フ
ー
ド
テ
ラ
ス
２
階
︶

旭
川
平
和
通
買
物
公
園
企
画
委
員

会

26
・
０
８
１
５
、
経
済
交
流
課

73
・
９
８
５
０

総
合
体
育
館
の
愛
称
が

決
ま
り
ま
し
た

　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ

ー
を
募
集
し
て
い
た
総
合
体
育
館
の

愛
称
は
﹁
リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
ィ

ン
グ　
リ
ッ
ク
＆ア

ン
ド

ス
ー
旭
川
体
育
館
﹂

に
決
ま
り
ま
し
た
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
・
ス
ポ
ン
サ
ー

リ
ク
ル
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
ィ
ン
グ

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
料　

年
額
３
０
０
万
円
︵
税
別
︶

愛
称
の
使
用
期
間　
令
和
６
年
４
月

１
日
~
同
11
年
３
月
31
日
︵
５
年
間
︶

ス
ポ
ー
ツ
課

23
・
１
９
４
４

消
費
者
庁
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ

公
式
ア
カ
ウ
ン
ト

「
消
費
者
庁
若
者
ナ
ビ
！
」

　
成
年
年
齢
の
18
歳
に
な
る
と
、
１

人
で
契
約
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
一
方
で
、
成
人
と
し
て
扱

わ
れ
る
た
め
、
未
成
年
者
契
約
の
取

消
し
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

消
費
者
庁
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ

持ち物
学生証の写しまたは在学証明書、年金手帳（基
礎年金番号通知書）またはマイナンバーカード

大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専修
学校、各種学校、その他教育施設の一部に在学
する学生で、前年の所得が一定の基準額以下の
方（夜間・通信教育課程を含む）

対　象

申請先
市民課（総合庁舎１階）、各支所



市
役
所
職
員
を
名
乗
る
訪
問
買
取
業
者
に
ご
注
意
を
！
市
は
不
用
品
の
買
い
取
り
を
し
て
い
ま
せ
ん

３月は自殺対策強化月間です。かけがえのない命をみんなで守りましょう
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平
成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
、
大
学
卒
業
見
込
み
の
方
ほ

か

１
次
試
験　
５
月
26
日
㈰

３
月
25
日
㈪
ま
で
に

国
税
庁

か
ら

札
幌
国
税
局
人
事
第

２
課

０
１
１
・
２
３
１
・
５
０
１

１確
定
申
告
の
納
付
は

「
振
替
納
税
」で

　
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と
、
振
替

日
に
自
動
で
引
き
落
と
さ
れ
、
振
替

日
の
前
日
に
預
貯
金
口
座
の
残
高
を

確
認
す
る
だ
け
で
済
み
ま
す
。
振
替

納
税
は
、
所
得
税
等
と
個
人
事
業
者

の
消
費
税
等
に
の
み
利

用
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

旭
川
中
税
務
署
90
・
１
４
５
１
、

旭
川
東
税
務
署

23
・
６
２
９
１

３
月
は
な
だ
れ
に
ご
注
意
を

　
３
月
~
４
月
の
融
雪
期
は
全
層
な

だ
れ
が
多
く
発
生
し
ま
す
。
気
象
台

で
は
、
な
だ
れ
が
発
生
し
や
す
い
気

象
条
件
が
予
想
さ
れ
た
と
き
は
﹁
な

だ
れ
注
意
報
﹂
を
発
表
し
ま
す
。

　
最
新
の
天
気
予
報
や
防
災
気
象
情

報
を
利
用
し
、
な
だ
れ
や
落
雪
な
ど

の
事
故
に
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

旭
川
地
方
気
象
台

　
　
　
　
　
　
　

32
・
７
１
０
２

中
央
警
察
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

事
件
を
風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

　
平
成
７
年
３
月
20
日
、
オ
ウ
ム
真

理
教
に
よ
る
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。
教
団
は
現
在
も﹁
Ａア

ｌ
レ

フ

ｅ
ｐ
ｈ
﹂
と
﹁
ひ
か
り
の
輪
﹂
を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
流
派

の
Ａ
ｌ
ｅ
ｐ
ｈ
は
教
団
名
を
隠
し
、

街
頭
や
書
店
で
の
声
掛
け
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

上
で
の
ヨ
ー
ガ
教
室
へ
の
勧
誘
に
よ

り
新
規
信
者
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

　
警
察
で
は
、
事
件
の
風
化
を
防
止

す
る
た
め
教
団
の
現
状
な
ど
の
情
報

を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ス
ピ
ー
ド
ダ
ウ
ン
で
事
故
防
止

　
雪
解
け
が
進
む
３
月
~
４
月
は
車

の
速
度
を
出
し
過
ぎ
る
傾
向
に
あ
り
、

日
中
の
雪
解
け
に
よ
り
夜
間
は
路
面

が
凍
結
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
ア
イ
ス
バ
ー

ン
へ
変
化
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

運
転
時
は
路
面
状
態
を
よ
く
確
認
し
、

安
全
運
転
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

旭
川
中
央
警
察
署

　
　
　
　
　
　
　

25
・
０
１
１
０

ウ
ン
ト
﹁
消
費
者
庁
若
者
ナ
ビ
！
﹂

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

22
・
８
２
２
８

４
月
14
日
〜
５
月
12
日
は

春
の
清
掃
強
化
期
間

　
地
域
清
掃
で
集
め
た
ご
み
は
﹁
燃

や
せ
る
ご
み
﹂
﹁
燃
や
せ
な
い
ご
み
﹂

﹁
空
き
缶
・
空
き
び
ん
﹂
に
分
別
し
、

地
域
清
掃
用
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

36
・
２
２
１
３

市
道
の
破
損
箇
所
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

　
融
雪
期
に
な
る
と
道
路
に
破
損
箇

所
が
現
れ
、
損
傷
が
進
む
と
事
故
の

原
因
に
な
り
ま
す
。
道
路
を
巡
回
し

て
破
損
箇
所
を
把
握
し
、
随
時
補
修

し
て
い
ま
す
が
、
市
道
の
穴
や
段
差
、

雨う
す
い
ま
す

水
桝
の
ふ
た
等
の
破
損
を
見
つ
け

た
と
き
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

土
木
事
業
所

36
・
２
２
４
４
、

土
木
管
理
課

25
・
５
３
７
５

ご
み
減
量
等
推
進

優
良
事
業
所
を
認
定

　
環
境
に
配
慮
し
、
ご
み
の
減
量
や

リ
サ
イ
ク
ル
等
に
積
極
的
に
取
り
組

む
事
業
所
を
﹁
ご
み
減
量
等
推
進
優

良
事
業
所
﹂
と
し
て
、
取
組
内
容
に

応
じ
、
ゴ
ー
ル
ド
・
シ
ル
バ
ー
・
ブ

ロ
ン
ズ
の
３
段
階
に
分
け
て
認
定
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の

認
定
事
業
所
は
市

に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

廃
棄
物
政
策
課

　
　
　
　
　
　
　

25
・
６
３
２
４

地
域
企
業
人
材
確
保
支
援

補
助
金

人
材
不
足
の
企
業
が
ス
ポ
ッ
ト
ワ

ー
ク
仲
介
を
利
用
し
た
際
の
手
数
料

を
補
助

市
内
に
事
業
所
を
有
し
、
営
業
を

行
っ
て
い
る
中
小
企
業
・
個
人
事
業

主
ま
た
は
組
合
等

補
助
額　
対
象
経
費
の
10
分
の
10

限
度
額　
30
万
円
ま

で

そ
の
他
条
件
や
補
助

対
象
経
費
な
ど
の
詳
細

は
、
市

で
確
認
を

４
月
19
日
㈮
ま
で
に
経
済
総
務
課

25
・
７
１
５
２

国
税
専
門
官
を
募
集

平
成
６
年
４
月
２
日
~
同
15
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
方　

●応募方法　はがきかファックス、電子メールに、解答・
住所・氏名・生年月日・電話番号と広報誌を読んでの感想
や取り上げてほしいテーマなどを記入して、３月末日（必
着）までに下記の応募先へ。もち処一久大福堂の「ぽぬぐ
るシマエナガ（８個）」を抽選で７人にプレゼント
●応募先　〒070－8525　広報広聴課
「広報クイズ係」（住所不要）　　24・7833　
　kohoquiz@city.asahikawa.lg.jp
※ご意見・ご感想で得た個人情報は、プレゼント
　の抽選及び発送以外に使用しません。

プレゼントを当てよう！
クイズに答えて

【問題】
○に入る数字は何でしょう？

ヒントは
10ページ

「旭川市Instagram
フォトコンテスト2023」の
応募総数は○○○作品

インスタグラム

旭川市の広報番組
番組終了後に市　
から視聴できます

HP

旭川市の人口
２／１現在（前月比）
詳細は市　に掲載HP

40
０
48

（８増）
（０）

（13増）

発生件数
死者数
傷者数

人口
うち外国人
男
女
世帯数

320,055
1,590

148,432
171,623
177,578

住民登録
（381減）
（14増）
（189減）
（192減）
（182増）

１／１～１／31の累計（昨年比）
交通事故発生状況

『こうほう旭川市民』は、
毎月15日までに市内の全世
帯に配布している他、市　
や電子書籍で見ることがで
きます

HP
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旭川市社会福祉協議会社会福祉法人

【5条事務所】〒070-0035 旭川市5条通4丁目 旭川市ときわ市民ホール1階
TEL 23-0742 / FAX 23-0746　Eメール kikakusoumu@asahikawa-shakyo.or.jp

【神楽事務所】〒070-8003 旭川市神楽3条4丁目1-18　TEL 60-1755 / FAX 60-1790

ご意見・ご質問を募集
しています！「旭川市
社会福祉協議会」まで

共同募金運動期間
１０月１日～１２月３１日

このページは、
赤い羽根共同募金の
助成を受けています

令和6年３月
〈No.215〉

https://www.asahikawa-shakyo.or.jp

このページは、旭川市社会福祉協議会のページです。

旭川市社会福祉協議会ボランティアセンターは
ボランティア活動の振興・推進と支援を行っています

　21-5550　　23-0746
　volunteer@asahikawa-shakyo.or.jp
旭川市5条通4丁目 旭川市ときわ市民ホール１階お問合せ先
旭川市社会福祉協議会ボランティアセンター

ボランティアに関する保険のご案内

【ボランティア行事用保険】
　ボランティア行事の参加者のケガや主
催者の賠償責任を補償します。
【福祉サービス総合補償】
　ボランティア団体が行う有償のボラン
ティアや福祉サービスの活動中の様々な
事故によるケガや賠償責任を補償します。

【送迎サービス補償】
　移送・送迎サービス中における、利
用者の傷害事故に対する見舞金制度
です。送迎サービスの利用者などが
自動車事故によりケガをした場合に
補償します。

令和６年度のボランティア活動保険　プラン概要

下記の保険も取り扱っていますので、ご検討ください。(加入対象は、ボランティアセンターに登録している団体に限ります)

共同募金運動へご協力ありがとうございました

皆様の温かいご支援とご協力に改めて心からお礼申し上げます。募金は、お年寄りや障害がある方、子どもたちを支
援するために活用させていただきます。

赤い羽根共同募金

19,347,824円19,347,824円
歳末たすけあい募金

2,227,835円2,227,835円
共同募金は「じぶんのまち」の福祉活動を支えています

令和５年度助成団体／
家庭文庫じゃんけんポン様

学校募金の受領／
旭川北高校インターアクト部様

インターハイ ( 少林寺拳法 ) 会場での
募金活動／旭川市社会福祉協議会職員

ボランティアに興味がある方は、センター窓口で登録カードに必要事項を記
入の上、登録をお願いします。登録された方には、ボランティアの情報や研修
案内、活動報告などを掲載した「ボラセン通信」を定期的にお届けします。

ボランティアセンター
に登録をお願いします

■ボランティア参加の促進と情報発信
ボランティアに関する情報（活動者の募集や
活動の様子、研修会や交流会の案内など）を
発信します。
■相談対応とコーディネート（活動調整）
ボランティアに関する相談に応じるととも
に「依頼したい人」と「活動したい人」とのコ
ーディネートを行います。
■ボランティアの養成・研修
ボランティア活動に関する養成講座や研修
会を開催し、新たなボランティア活動者の発
掘や育成を行います。
■福祉教育の推進・支援
学校や地域において、福祉に関する講話や高
齢者疑似体験等の実施、体験学習用の車いす
の貸出しなど福祉教育のサポートを行いま
す。
■愛情銀行の普及啓発・情報発信
預託（寄附）を受けた介護用品等の物品について、福祉施設や団体など必要と
するところへ橋渡しを行います。
■災害ボランティアの養成・災害ボランティアセンターの体制整備
大規模災害時等に支援を行う災害ボランティアの養成に取り組むとともに、
災害発生に備え、平常時から必要な各種資材の整備や災害対応訓練などの取
組みを行います。

安心してボランティア活動をしていただくために、ボランティア活動保険の加入をお勧めしています。加入対象は、ボランティアセン
ター登録者・登録団体に限ります。特に、災害被災地支援に携わる可能性がある方は、天災・地震補償プランへの加入をお勧めします。

加入対象
補償期間

保険プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン

×補償なし ○補償あり

350円 500円年間保険料（１人当たり）

補償内容
特定感染症※
地震・噴火・津波による死傷

ボランティアセンターに登録している個人・団体
補償開始日（加入手続き完了日の翌日）から令和７年３月31日まで

補償開始日から補償対象 （新型コロナウイルス感染症は補償対象外）

※新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月の５類移行に伴い、特定感染症の対象疾病から除外されています。令和５年度まで取扱いがあった「特定感染症重点プラン」は廃止となりました。

ボランティアの調整（自宅整理の手伝い） ボランティアの調整（散歩の付き添い）

ボランティア養成講座 福祉教育の推進（小学校の総合学習）

旭川市と連携した災害対応訓練

旭川市共同募金委員会
旭川市５条通４丁目 旭川市ときわ市民ホール１階

https://www.asahikawa-shakyo.or.jp/charity/ホームページ

ash-kyobo@asahikawa-shakyo.or.jpEメール

募金の受付・お問合せは
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しています！「旭川市
社会福祉協議会」まで
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このページは、旭川市社会福祉協議会のページです。

旭川市社会福祉協議会ボランティアセンターは
ボランティア活動の振興・推進と支援を行っています

　21-5550　　23-0746
　volunteer@asahikawa-shakyo.or.jp
旭川市5条通4丁目 旭川市ときわ市民ホール１階お問合せ先
旭川市社会福祉協議会ボランティアセンター

ボランティアに関する保険のご案内

【ボランティア行事用保険】
　ボランティア行事の参加者のケガや主
催者の賠償責任を補償します。
【福祉サービス総合補償】
　ボランティア団体が行う有償のボラン
ティアや福祉サービスの活動中の様々な
事故によるケガや賠償責任を補償します。

【送迎サービス補償】
　移送・送迎サービス中における、利
用者の傷害事故に対する見舞金制度
です。送迎サービスの利用者などが
自動車事故によりケガをした場合に
補償します。

令和６年度のボランティア活動保険　プラン概要

下記の保険も取り扱っていますので、ご検討ください。(加入対象は、ボランティアセンターに登録している団体に限ります)

共同募金運動へご協力ありがとうございました

皆様の温かいご支援とご協力に改めて心からお礼申し上げます。募金は、お年寄りや障害がある方、子どもたちを支
援するために活用させていただきます。

赤い羽根共同募金

19,347,824円19,347,824円
歳末たすけあい募金

2,227,835円2,227,835円
共同募金は「じぶんのまち」の福祉活動を支えています

令和５年度助成団体／
家庭文庫じゃんけんポン様

学校募金の受領／
旭川北高校インターアクト部様

インターハイ ( 少林寺拳法 ) 会場での
募金活動／旭川市社会福祉協議会職員

ボランティアに興味がある方は、センター窓口で登録カードに必要事項を記
入の上、登録をお願いします。登録された方には、ボランティアの情報や研修
案内、活動報告などを掲載した「ボラセン通信」を定期的にお届けします。

ボランティアセンター
に登録をお願いします

■ボランティア参加の促進と情報発信
ボランティアに関する情報（活動者の募集や
活動の様子、研修会や交流会の案内など）を
発信します。
■相談対応とコーディネート（活動調整）
ボランティアに関する相談に応じるととも
に「依頼したい人」と「活動したい人」とのコ
ーディネートを行います。
■ボランティアの養成・研修
ボランティア活動に関する養成講座や研修
会を開催し、新たなボランティア活動者の発
掘や育成を行います。
■福祉教育の推進・支援
学校や地域において、福祉に関する講話や高
齢者疑似体験等の実施、体験学習用の車いす
の貸出しなど福祉教育のサポートを行いま
す。
■愛情銀行の普及啓発・情報発信
預託（寄附）を受けた介護用品等の物品について、福祉施設や団体など必要と
するところへ橋渡しを行います。
■災害ボランティアの養成・災害ボランティアセンターの体制整備
大規模災害時等に支援を行う災害ボランティアの養成に取り組むとともに、
災害発生に備え、平常時から必要な各種資材の整備や災害対応訓練などの取
組みを行います。

安心してボランティア活動をしていただくために、ボランティア活動保険の加入をお勧めしています。加入対象は、ボランティアセン
ター登録者・登録団体に限ります。特に、災害被災地支援に携わる可能性がある方は、天災・地震補償プランへの加入をお勧めします。

加入対象
補償期間

保険プラン 基本プラン 天災・地震補償プラン

×補償なし ○補償あり

350円 500円年間保険料（１人当たり）

補償内容
特定感染症※
地震・噴火・津波による死傷

ボランティアセンターに登録している個人・団体
補償開始日（加入手続き完了日の翌日）から令和７年３月31日まで

補償開始日から補償対象 （新型コロナウイルス感染症は補償対象外）

※新型コロナウイルス感染症は、令和５年５月の５類移行に伴い、特定感染症の対象疾病から除外されています。令和５年度まで取扱いがあった「特定感染症重点プラン」は廃止となりました。

ボランティアの調整（自宅整理の手伝い） ボランティアの調整（散歩の付き添い）

ボランティア養成講座 福祉教育の推進（小学校の総合学習）

旭川市と連携した災害対応訓練

旭川市共同募金委員会
旭川市５条通４丁目 旭川市ときわ市民ホール１階

https://www.asahikawa-shakyo.or.jp/charity/ホームページ

ash-kyobo@asahikawa-shakyo.or.jpEメール

募金の受付・お問合せは
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旭川市結婚相談所相談
員（ボランティア）
結婚相談やお見合い支援、
出会いのパーティーのスタ
ッフ。70歳以下。詳細は問
い合わせを。月・水・金曜
日10：00～16：00に結婚
相談所（１の８　フィール
旭川７階　 23・6588）★

剣道
旭川東光道場団員
毎週水曜日は東地区体育セ
ンター。土曜日は東栄小学
校（東光４の６）。18：30
～20：30。中学生以下。月
額2,000円程度。土曜日は
体験も可。同道場　佐々木

090・9085・2890★

ドリーム絵画サークル
（油絵・水彩）の会員
毎週金曜日13：00～17：
00。ときわ市民ホール。詳
細は問い合わせを。同サー
クル　遠山 070・8478
・0543★

スピーチクラブの会員

人前で話す練習。毎週土曜
日18：00～20：00。神楽
公民館。１回100円。詳細
は問い合わせを。同クラブ
三井 080・1893・4633

音訳ボランティア養成
基礎講習（全32回）
５／14～来年２／18の毎週
火曜日。ＰＣ＝Ｗ

ウ ィ ン ド

ｉｎｄｏ
ｗ

ウ ズ

ｓ11必要。選考会＝４／
16㈫10：00から。４／３㈬
までに旭川点字図書館（７
の14　 23・5555）★

セミのフシギにせまる
講習会
「エッ！ そうだったの？～
セミのフシギにせまる」。
小学生大歓迎！３／23㈯13
：30から。神楽公民館。40
人。３／20㈬までに同実行
委員会　福地 070・8939
・1028★

困りごとなんでも
相談会！
３／23㈯13：30～16：00。
１組30分程度。中央公民館。
電話で要予約（非通知不可）。
北海道社会福祉士会道北地
区支部　平田 090・6440
・1974★

第31回　旭川東高校
音楽部定期演奏会
３／23㈯14：00開演。大
雪クリスタルホール。一般
500円、高校生以下300円。
チケット販売は旭川東高校 
菊田 23・2855★

北海道救急
医療フォーラム
超高齢化社会における救急
医療の講演、パネルディス
カッション。３／23㈯14：
00～16：30。アートホテ
ル旭川（７の６）。詳細は
問い合わせを。旭川市医師
会 23・5728

セミナー「激変する社
会を乗り越えるヒント」
3／24㈰13：30～15：00。
市民活動交流センター。30
人。講師は金　香百合さん。
Ｚ

ズ ー ム

ｏｏｍでの参加可。旭川
ＮＰＯサポートセンター
74・4151★

小学生プログラミング
体験講座
ブロックとパソコンでプロ
グラミング。３／25㈪～４
／６㈯16：30～17：30。
各５人。保護者同伴。詳細
はＰＣカレッジ旭川校 か
同校（４の17　 0120・
17・1500）★

春休み、楽しい理科実
験と工作の会
風船ロケット、カタカタき
つつき、ぶんぶんごまの制
作ほか。３／28㈭15：00～
16：30。東部住民センター
（東光５の２）。200円。同
会　原部 080・6105・3
482★

第41回　サケ稚魚
出発式とカムイノミ
３／31㈰10：00～11：30。
石狩川旭橋下流左岸河川敷。
稚魚を入れる割れにくい容
器持参。暖かい服装・長靴
で。あさひかわサケの会　
寺島 65・1940

旭川市民劇場４月例会
「あぶくの流儀」
４／４㈭18：30開演、４／
５㈮13：30開演。公会堂。
月会費＝大人2,800円、大
学生1,000円、中学・高校
生500円。同劇場　淺井
23・1655★

世界自閉症啓発デー
記念講演会
自閉症児者への理解と対応。
４／６㈯13：30～15：30。
おぴった。講師は北海道教
育大学旭川校教授・萩原　
拓さん。旭川自閉症児者親
の会 ・ 35・2780（留
守電可）★

日本野鳥の会旭川支部
企画　永山新川探鳥会
４／７㈰８：00～10：00川
のふるさと交流館さらら（永
山町13）。４／27㈯９：00
～11：00神楽岡公園。詳細
は問い合わせを。同支部　
柳田 63・3773

楽しく健康に！
健康ボウリング教室
初心者向き。４／８㈪～５
／31㈮。平日の10：00か
ら、14：00から。全６週
2,000円。ラウンドワン旭
川店　佐々木・岡本（永山
３の１　 070・1266・84
80）★

くらしの無料相談会

行政書士による相続・遺言
・離婚・各種許認可等の相
談。４月～６月の第２火曜
日13：30～16：00。末広
公民館。平日のみ受付。北
海道行政書士会旭川支部　

080・1890・9659★

セイヨウオオマルハナ
バチ　学習講演会
４／13㈯13：30～15：15。
神楽公民館。44人。詳細は
問い合わせを。大雪山マル
ハナバチ市民ネットワーク
福地 070・8939・1028

初心者向け
きのこ原木栽培講習会
ほだ木作り体験（持ち帰り
可）。４／16㈫10：00～11
：30、13：30～15：00。
各20人。旭川市森林組合
（工業団地３の１　 36・
4268）★

　　　　　　　　開催日や、申込期限が掲載月の
20日以降のものを掲載します。掲載ルールを確認
し、申込書を掲載希望月の前々月１日～末日に提
出してください
※申込書と掲載ルールは、広報広聴課
　（総合庁舎６階）で配布。市　にも
　掲載。

原稿の提出

「市民の広場」に掲載を希望する方へ市民の広場
市民の皆さんから寄せられた情報を紹介します。市の主催ではありま
せんので、詳細は直接問い合わせてください
★印は申込みが必要です。料金の記載がなければ無料、抽選の記載が
なければ先着順となります。　

催し
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